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Hunting Strategy and Food Regulation among the Djinang 
                in Arnhem Land

Toshio MATSUYAMA

   The Djinang (Yandjinung) is one tribal group of the central 
Arnhem Land aborigines. In 1975, they developed Gamardi 
outstation within their traditional region  (country). They 

exploit wild resources as foods in this Swamp-Eucalyptus forest 
ecosystem. 
   They mainly exploit waterfowl, wallaby, emu, water-
buffalo and fishes, which form 50% of their food. The hunting 
strategies utilized to take these game have been changed by 
newly introduced equipment such as shotguns, rifles and 4 
wheel-drive trucks. For example, when they hunt one species 
of waterfowl (Anseranas semipalmata) they use a system of triangu-
lation based the sounds made by the bird to pinpoint hunting 
spots. This hunting strategy is based on the modern equipment. 
About three decades ago waterfowl were hunted in the evening, 
using spears and spear-throwers, from the trees beside the swamp. 

   Besides these changes in hunting strategies, the inhabitants 
of Gamardi outstation still follow the food taboos strictly. One 
of these is applied on the death of close kin, especially a father 
and a father's siblings. In this case a person cannot eat nor 
hunt/gather the main totemic (Dreaming) animals/plants of 
the dead person, since it is believed that the spirits of the dead 

person and their ancesters dwell in these totemic animals/plants. 
Two or three years after the funeral ceremony  (manekai), a 

purification ceremony (wandjil) releases them from the taboo. 
   According to my survey, the inhabitants of Gamardi outsta-
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tion retain these beliefs despite of the new hunting equipment 

and strategies. The outstation functions to maintain the tra-

ditional culture of Arnhem Land Aborigines.
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１． は じ め に

　 オ ー ス トラ リア の先 住 民 ア ボ リジニ は， ほ とん ど が 非 ア ボ リジ ニ系 の都 市 に居 住 し，

保 留 地 や ア ボ リ ２ナル 領 の居 住 者 は， わ ず か に２５％ に す ぎ な い。 しか も， これ ら非 都

市 居 住 者 の ８割 は ， ミ ッ シ ョ ンな い しタ ウ ンシ ップ とよ ば れ る 「ま ち」 Ａｂｏｒｉｇｉｎａｌ

Ｔｏｗｎ に集 住 す る。 い わ ゆ るア ウ トス テ ー シ ョ ン （後 述） で相 対 的 に伝 統 的 な生 活 を

営 む 人 口 は ， 非 都 市 居 住 者 の ２割 ， 約 ７６００人 と推 定 され るに と ど ま っ て い る ［ＦＩＳＫ

１９８５：２，８－９］。

　 ア ー ネ ム ラ ン ド ・ア ボ リジナ ル 領 の約 １万 人 を数 え る ア ボ リジニ も，大 半 が 「ま ち」

に居 住 す る。 た とえ ば， 中 部 ア ー ネ ム ラ ン ドのマ ニ ング リダ Ｍ ａｎｉｎｇｒｉｄａ管 区 の場

合 ，「ま ち」 の居 住 者 は ，管 区人 口１２６０の ６割 に お よび （１９８２年 １０月 現 在 ），雨 季 に は

この 割 合 が ７割 強 に上 昇 す る ［ＡＬＴＭＡＮ　 ｌ９８２：３８］。

　 この よ う に， 「ま ち」 へ の集 住 が お こる一方 で，「ま ち」 を は な れ本 来 の部 族 領 域 に

あ らた め て ア ウ トス テー シ ョンを 建設 す る動 きが， １９７０年 ご ろか らあ らわれ た 。 そ の

契 機 の ひ とつ に な った の が ， 「ま ち」 にお け る異 部 族 の 混住 と， それ に も とつ く社 会

的 緊 張 で あ った ［Ｍ ＥＥＨＡＮ　ａｎｄ　ＪｏＮＥｓ　 ｌ９８０：１３３－１３５］。 そ の うえ ， 「ま ち」 で は

長 老 の もつ 伝 統 的 な権 威 が 無視 され ， そ の結 果 と して 社 会 的混 乱 が 生 じた こ と も， ア

ゥ トス テ ー シ ョンの建 設 を 促 進 させ た の で あ る。 さ らに ，本 来 の 領 域 へ も ど る こ と に
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よ って ，伝統 的 な 土地 権 Ｌａｎｄ　ｒｉｇｈｔの正 統 な継 承 者 で あ る こ とを主 張 す る た め に も ，

「ま ち」を は な れ る こ とに な った ［ＡＬＴＭＡＮ　 ｌ９８０：９７］。 こ う して つ ぎつ ぎ と建設 さ

れ て い った ア ウ トス テ ー シ ョ ンは，「ま ち」の サ ポ ー トの も とで 運 営 され て い くこ とに

な る。 それ を も っ と も端 的 に あ らわす の が，「ま ち」か ら定期 的 に補 給 され るマ ーケ ッ

ト ・フー ズ で あ る。 小 麦 粉 や 砂 糖 ， 紅茶 ，缶 詰 な ど が ， そ の主 要 な食 品 で あ る。 ア ウ

トス テ ー シ ョ ンの居 住 者 は これ らの 食 品 に ，食 糧 の か な りの部 分 を依 存 す る。

　 こ う したマ ーケ ッ ト ・フ ー ズ の供 給 は ，か つ て 食糧 の６０％ か ら季 節 に よ って は９０％

に達 した植 物 質 食 糧 ［ＰＥＴＥＲｓｏＮ　 １９７４：２２］ の採 集 活 動 を 著 し く低 下 させ て い った

［ＪｏＮＥｓ　 １９８０：１３０－１３６；ＫＩＲＫ　 ｌ９８１：８６］。 ア ウ トス テ ー シ ョ ン に住 む ア ボ リジ

ニ とい え ど も， 厳 密 に は ，狩 猟 ・採 集 民 とは い い難 い状 況 に あ る。

　 しか し， そ の一 方 で彼 らは トラ ックで 狩 り場 を 移 動 し，散 弾 銃 や ラ イ フル で さか ん

に狩 猟 を お こな うの で あ る。 そ の狩 猟 行 動 は ， 木 製 ヤ リ とヤ リ投 げ 器 な ど ［ＥＬＫＩＮ

ｌ９８１：３９；ＢＥＲＮＤＴ　ａｎｄ　ＢＥＲＮＤＴ　 １９８５：ｌｌ５－ｌｌ８］ を使 用 した か つ て の状 態 に くら

べ て お お き く変 容 し，狩 猟 の効 率 も著 し く向 上 して きて い る。 現在 ， ア ウ トス テ ー シ

ョンの主 食 糧 に 占 め る捕 獲 動 物 （野生 食 糧 ） の割 合 は ， エ ネル ギ ー に換 算 して ５割 程

度 とみ られ る ［Ｍ ＥＥＨＡＮ　 １９７７：４９７－５１７，１９８２：１５１－１５６；ＡＬＴＭＡＮ　 １９８２：３９］。

　 こ こで は ， そ う した状 況 に あ るア ーネ ム ラ ン ド ・ア ボ リジニ の狩 猟 行 動 と，食 物 規

制 が もた らす 捕獲 動 物 の制 限 に つ い て報 告 す る。 そ れ は ，採 集 の脱 落 や狩 猟 具 の変 化 ，

さ ら に は都 市居 住 者 の 増加 にみ られ るよ う に，伝 統 文化 の変 容 を よ ぎ な くされ て い る

現 代 の 狩 猟 民 文 化 を 考 察 す る， ひ とつ の試 み で もあ る。

　 この 目的 を明 らか にす るた め に， この 報告 で は，中 部 ア ーネ ム ラ ン ド ・マ ニ ング リ

ダ 管 区 に１９７５年 に 建設 され た ジナ ン １巧ｉｎａｎｇ族 ［ＴＩＮＤＡＬＥ　 １９７４：２２４］ （ま た は ヤ

ンジ ナ ン Ｙａｎｄｊｉｎｕｎｇ族 ［Ｗ ＡＲＮＥＲ　 １９６４：３６］） の ア ウ トス テ ー シ ョ ン， ガ マ デ

ィ Ｇａｍａｒｄｉを事 例 に と りあ げ る。 こ こで検 討 す る資 料 は，１９８２年 の ９月 の 予 備 調査

の あ と， １９８４年 ８月 か ら１０月 に か け て と，１９８６年 １０月 か ら８７年 １月 に か け て お こな っ

た現 地調 査 に よ って 得 られ た もの で あ る。

　 な お ， こ こで い うジ ナ ン族 は， ジ ナ ン語 （ヤ ンジ ナ ン語） を母語 と す る 集 団 と便

宜 的 に考 え て お き ［Ｗ ＡＲＮＥＲ　 ｌ９６４：５０－５１］，　 ｔｒｉｂａｌ　ｇｒｏｕｐ の 定 義 を め ぐ る議 論

［ＢＥＲＮＤＴ　 ｌ９５９：８１－１０７； ＴＩＮＤＡＬＥ　 ｌ　９７４；ＥＬＫＩＮ　 ｌ９８１］ の検 討 は ， と りあ え ず

さ しひ か え た い。

　 と ころ で ，筆 者 の ア ー ネ ム ラ ン ド ・ア ボ リジニ 調 査 は の べ ３回 を数 え る が ， いま だ

彼 らの 文化 の全 貌 を明 らか に で きるま で に は い た って い な い。 そ れ は ，彼 らが もっ と
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も重 要 だ とす る い くつ か の 生 活 習慣 　 　 と りわ け ，祖 先 の精 霊 の まつ りを とお して ，

彼 らの価 値 体 系 が 集 約 的 に表 現 され る と 推 測 さ れ る グ ナ ビ ビ ｇｕｎａｂｉｂｉ儀 礼 ［マ ド

ック　 １９８６：２０５－２４０；Ｗ ＡＲＮＥＲ　 １９６４：２８０－３０１］ な ど　 の観 察 が許 され て い な

い か らで あ る。 したが って この 報告 で は ，現 代 ア ボ リジニ の狩 猟 と食 物規 制 ， お よ び

そ の規 制 が もた らす 狩 猟 動 物 の制 限 に限 って ，現 状 を記 述 す る に と どめ た い。 こ の立

場 か らで も，最 近 の２０年 た らず の 間 に お お き く変 容 した ア ー ネ ム ラ ン ド ・ア ボ リ ジニ

の狩 猟 に関 して ，少 な くと もあ らた な 資料 が提 出 で き る と考 え る。

皿．　 ジナ ン族 の領域 と３つの生 態系

１． 領 域

　 人 口が約 ２００人 と推 定 され る ジナ ン族 ［Ｍ ＩＬＬＩＫＥＮ　 ｌ９７６：２４２； Ｗ ＹｃＬＩＦＦＥ　ＢＩＢＬＥ

ＴＲＡＮｓＬＡＴｏＲｓ　 ｌ９８６：７２］ は， プ ライ ス川 の右 岸 ， ほ ぼ東 経 １３４度 ３４分 か ら， ア ラ フ

ラ湿 地 の東 縁 ， 東 経 約 １３５度 ５分 に か け て と， 南 緯１２度 以 南 の島嶼 か ら南 緯 １２度４０分

あ た りの 内 陸 に か け て の １８００ｋｍ２を ， 領域 に もつ ［ＴＩＮＤＡＬＥ　 １９７４：２２４］。

　 地 形 は 比高 が少 な く， 概 して平 坦 で あ るが ， 海 岸 か ら １０数 ｋｍ 内陸 に地 形 の変 換

線 が 認 め られ る。 この変 換 線 の北 部 に は海 抜 ２０ｍ 以 下 の低 地 が展 開 す るの に対 し，

南 部 に は次第 に高 さを ます 砂 岩 を主 とす る平 原 がひ ろが る。 この平 原 の 東 部 は 比 高

２０－６０ｍ の 急崖 を な し， ア ラフ ラ湿 地 に お ち こむ （図 １）。

　 ジ ナ ン族 の領 域 に は南 部 と北 部 で 地 形 に若干 の 差 が み られ る もの の ，気 象 は きわ め

て 一 様 で ，月 平 均最 高 気 温 は摂 氏 ３０～ ３３度 ， 同 じ く最 低気 温 は １７～ ２５度 の範 囲 に お さ

’ま る
。 ま た年 間 １３００ｍｍ に達 す る降 水 量 の ほ とん どは ，１２．月 か ら ５月 にか けて の 雨

季 に集 中 す る （マ ニ ング リダ で の観 測 値 ［Ｍ ＥＥＨＡＮ　 １９８２：２２－－２５］）。 そ の た め， 雨

季 に は地 形変 換線 以 北 の低 地 が ほ とん ど湛 水 し， １９７０年 代 中 ごろ か らの 自動 車 に依 存

した移 動 を 困難 に して い る。

　 こ う した 領域 を もつ ジナ ン族 は ， ４つ の いわ ゆ る ロ ー カル ・グル ー プ （父 系 の トー

テ ム氏 族 で ，特 定 の 領域 を も ち，外 婚 単 位 を な す ［Ｗ ＡＲＮＥＲ　 １９６４：１６－２９； ＥＬＫＩＮ

１９８１：７６－８０，１１２－１１３］） にわ か れ て居住 す る。

　 そ の ひ とつ ，モ ロ ゴ ン Ｍ ｕｒｒｕｇｕｎ （ま た は Ｍ ｕｒｕｇｕｎ ドゥア 半族 に属 す） グル ー

プ は北 部 の島嶼 お よ び海岸 低 地 を領 域 に もつ 。 地 形 変 換 線 を含 む低 地 か ら平原 にか け

て は ，西 部 に ウ ラ ッキ Ｗ ｕｒｒａｋｋｉ （ま た は Ｗ ｕｌａｇｉイ リチ ャ半 族 に属 す ） グル ープ が ，
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そ の 東 部 か らア ラフ ラ湿 地 に か け て は ヤル メ Ｙａｌｍ ｅ （イ リチ ャ半 族） グル ープ が そ

れ ぞ れ居 住 す る・ ４つ め の ロ ー カル ・グル ープ ， マ ラ ン グ Ｍ ａｒａｎｇｕ （ドゥア 半族 ）

は ， 南部 の ユ ー カ リ属 の優 占す る林 にお お われ た平 原 が， 本 来 の居住 域 であ る。

２．　 ３つ の生態 系 と資源

　 ジ ナ ン族 の ４つ の ロ ーカル ・グル ー プ は ，微 妙 に異 な る生 態 系 に生 活 す る。 北 部 の

モ ロ ゴ ン ・グル ー プ は ，ＲｈｉｚｏＰｈｏｒａｃｅａｅに含 まれ る樹 木 か らな るマ ン グ ロー ブ林 に お

おわ れ た 海岸 線 と，海 岸 砂 堆 の背 後 に形成 され た低 湿 地 を領 域 に含 む 。 この 湿 地 に は

カ ヤ ツ リグ サ科 の イ ヌ ク ロ グ ワ イ Ｅｌｃｏｃｈａｒｉｓ　ｄｕｌｃｉｓや ス イ レ ン ＩＶ！ｍψｈａｅα　ｓｐｐ．が分 布

し，多 数 の水 禽 類 や 爬 虫 類 ， それ に １８世紀 に チ モ ール か ら導 入 され ， そ の 後 に野生 化

した 水牛 Ｂｕｂａｌｔｉｓ　ｂｕｂａｌｉｓが棲 息 す る。 ま た ， 汽 水 域 に あ る河 川 や ク リー クに は ， ド

ロガ ニ Ｓｃ１ｌｌａ　ｓｅｒｒａｔａ やバ ラマ ンデ ィ ＳｃｌｅｒｏＰａｇｅｓ　ＳＰＰ．な どの魚 介 類 ， それ に ワ ニ

Ｃｒｏｃｏｄ１ｌｕｓ　Ｐｏｒｏｓｕｓが 棲 息 す る。 モ ロ ゴ ンは ，海岸 ・汽 水 ・湿 地生 態系 に居 住 す るの で

あ る。

　 一 方 ， マ ラ ング ・グル ープ は南 部 の 平 原 を 領 域 に もつ 。 この 平 原 は ユ ー カ リ 伽 一

ｃａｌｍＰｔｚａｓ　ｓｐｐ．が優 占す る疎 林 に お おわ れ， と こ ろ に よ って ソテ ツ （］！ｃａｓ　ａｎｇｕｌａｔａや タ

コノ キ Ｐａｎｄａｎｕｓ　ｓｐｐ．が分 布 す る。 こ の疎 林 は ，ア ボ リジニ が 意 図 的 に お こな う ブ ッ

シュ フ ァイ ア に よ って形 成 され た 。 す なわ ち ，亜 熱 帯 モ ン ス ー・ンの つ よ い影 響 下 に あ

る この地 域 で は ，自 然 の ま ま放 置 す る と降 雨 林 に お お いつ くされ ， カ ンガ ル ー な ど 中

・大 型 の 動 物 の 棲 息 が著 し く困難 にな る。 したが って アボ リジニ は ， これ らの食 糧 資

源 を確 保 す る た め ［ＬＡＴｚ　ａｎｄ　ＧＲＩＦＦＩＮ　 ｌ９７９：７８］ と， 狩 猟 の補 助 手 段 と して ， 森

に 火 を入 れ つづ け て きた 。 この ブ ッ シュ フ ァイア に よ る 環 境 の コン トロ ール の 結 果

［ＪＯＮＥＳ　 １９６９］， ユ ー カ リ属 が優 占す る現在 の疎 林 が形 成 され た の で あ る。

　 こ の ア ボ リジニ の火 入 れ に よ る植 生 の変 化 とそ の効 用 につ いて は ，Ｈ ａｌｌａｍ の 詳細

な 報 告 が あ る ［ＨＡＬＬＡＭ　 １９７９］。 それ に よ る と，火 入 れ は カ ンガ ル ー な どの狩 りを

容 易 にす る ばか りで な く， え さ とな る植 物 を 大 量 に供 給 す る と い う。 さ らに ， くりか

え し火 入 れ を お こな う こと に よ っ て ，降 雨 林 が 疎 林 に 変化 す る こ とが知 られ て い る。

こ う して火 入 れ に よ って 形 成 され た疎 林 には ， ワ ラ ビ ー と カ ンガ ル ー Ｍ ａｃｒｏＰｕｓ　ｓｐｐ．

や エ ミュ １）ｒｏｍａｉＳｔｓ　ｎｏｖａｅｈｏｌｌａｎｄｉａｅを は じめ ，大 型 の トカゲ な ど が分 布 す る。 マ ラ ン

グ ・グル ー プ の領 域 は， 植 生 ・動 物 相 が相 対 的 に単 純 な森 林 生 態 系 を なす 。

　 この両 者 の間 に は さま れ た ， 地 形変 換 線 を含 む地 域 に は ，西 部 に ウ ラ ッキ， 東 部 に

ヤル メの ２つ の ロ ー カル ・グル ープ が生 活 す る。 両 地 域 に は ，湿 地 や 河 川 ， ク リー ク
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図 ２　 ローカル ・グループの居住域 と生態系模式 図

が疎 林 の なか にモ ザ イ ク状 には め こま れ て い る。 そ の 湿 地 に は カ ヤ ッ リグサ科 の草 本

が繁 茂 し， ク ビナ ガ ガ メ Ｃｈｅｌｏｄｉｎａ　ｒｕｇｏｓａ や 水 牛 ， カ サ サ ギ ガ ン Ａｎｓｅｒａｎａｓ　ｓｅｍｉ一

ρα伽 α彪 を は じめ とす る各 種 の 水 禽類 が分 布 す る。 ま た 河 川 に は 各 種 の 魚 類 や ワニ

Ｃｒｏｃｏｄｙｔｕｓ　」’ｏｈｎｓｔｏｎｉ が棲 息 し， ユ ー カ リ属 が 優 占す る疎 林 に は ワ ラ ビ ーや エ ミュそ の

他 の 陸棲 動 物 が分 布 す る。 ウ ラ ッキ とヤル メ の ２グル ープ は， 湿 地 ・森 林 複 合生 態 系

に居 住 す るの で あ る （図 ２）。

　 ４つ の ロー カル ・グル ープ は ，異 な る生 態 系 を た くみ に組 み 合 わ せ て す み わ けて い

る。 そ こ には ，主 食 糧 を は じめ とす る生 活 資 源 の 開発 可 能 な 量 に ，多 少 の 差 が あ るは

ず であ る。

　 ジナ ン族 の 領域 に認 め られ る ２つ の複 合 生 態 系 と １つ の 単 一 生 態 系 とは ，中 部 ア ー

ネ ム ラ ン ドに共 通 す る。 これ ら ３つ の生 態 系 それ ぞれ の開 発 可 能 な資 源 の 定 量 的 検 討

は お こな って い な いが ， これ らは ， 中部 ア ー ネ ム ラ ン ドの 部 族 領 域 の お お き さに み ご

と に反 映 され るの で あ る。 す な わ ち，海 岸 ・汽 水 ・湿 地 複 合 生 態 系 を領 域 に もつ ナ カ

ラ Ｎａｋａｒａ 族 とバ ラ ラ Ｂａｒａｒａ 族 は と も に ５００　ｋｍ２ で， 中 部 ア ー ネ ム ラ ン ドで は

部 族 領 域 が も っ と も小 さ い。 これ に対 して ， 内 陸 の森 林 生 態系 で は ， レ ンバ ラ ンガ

Ｒｅｍｂａｒｕｎｇａ族 が １３，０００　ｋｍ ２， ガ ン ウ ィ ング Ｇｕｎｗｉｎｇｇｕ 族 が ７，３００　ｋｍ２ と，相

対 的 に きわ め て お お き い領 域 を 有 して い る。 この ２つ の生 態 系 に は さ まれ た 湿 地 ・森

林 複 合 生 態 系 で は ， 部 族 領 域 が １，６００－３，１００ｋｍ２ （ガ ンノｓ’ラ ン グ Ｇａｍｂａｌａｎｇ 族

１，６００　ｋｍ２， ジナ ン Ｄｊｉｎａｎｇ 族 １，８００　ｋｍ ２， ジ ンバ ］［）ｊｉｎｂａ族 ３，１００　ｋｍ２） の ひ ろ

が りを もつ の であ る ［ＴＩＮＤＡＬＥ　 ｌ９７４］。 ア ボ リジニ の 部族 領 域 の お お きさ は降 雨 量

（環 境 の豊 か さ） と相 関 関係 に あ る こ とが 知 られ て ６ るが ［ＢＩＲＤｓ肌 Ｌ　 ｌ９５３：１７１一
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２０７］，降雨量に著 しい地域差のない中部アーネムランドでは，部族領域の大小は，そ

のまま開発可能な資源の量的な差に基づ くと考えられ る。したがって，ジナ ン族の領

域においては，北部の海岸 ・汽水 ・湿地複合生態系に資源が豊かであり，人口支持力

が相対的に高いと判断できる。これにつ ぐのが湿地 ・森林複合生態系で，後述す るガ

マディ ・アウトステーション （以下ではガマディ 「む ら」と表記する）は，この複合

生態系に位置する。

皿． 湿地 ・森林複合生態系 と狩猟

１．　 ガ マデ ィ 「む ら」 の領 域 と人 口

　 ｉ）　 ガマ デ ィ 「む ら」 と領域

　 ガ マ デ ィは ，マ ニ ング リダ の東 １００ｋｍ に位 置 す る。 この地 域 一 帯 は ロ ー カル ・グ

ル ー プ の ひ とつ ウ ラ ッキの 領 域 であ る。 しか し， １９７５年 に建 設 され た この ガ マ デ ィ

「む ら」の 主 要 な メ ンバ ー は ，北 部 海 岸 地 域 に居 住 した ロ ー カル ・グル ー プ ，モ ロゴ ン

の人 び とか らな る。 つ ま り， ガ マ デ ィの成 員 の一 部 は ，彼 ら本 来 の居 住 地 か ら， 現 在

　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　地 へ 移 動 して きた の であ る。

図 ３］ ジ ャ ッキ ー ・ウ ヌ ウ ンとマ イ ケ ル ・ナ ラ ビア

　 この移 動 が可 能 で あ った の は，

換 言 す れ ば モ ロ ゴ ン ・グル ープ の

人 び と が ウラ ッキ ・グル ー プ の 領

域 に 「む ら」 を 建設 し得 た の に は ，

つ ぎの よ うな事 情 が あ った 。 す な

わ ち， 現 在 の ガ マ デ ィ 「む ら」 の

リーダ ー で あ る ジ ャ ッキ ー ・ウ ヌ

ゥ ン Ｊａｃｋｙ　Ｗ ｕｎｕＷ ｕｎ１） の 母

（死 亡 ） が ， ウ ラ ッキ ・グ ル ープ

の 成 員 だ った こ とで あ る（図 ３）。

　 ジナ ン族 に お い て は ， ロ ー カル

・グル ープ が もつ領 域 は ，通 常 ，

父 系 出 自 を た ど って 継 承 さ れ る

１）アーネムラン ド・アボ リジニは，彼 ら本来の名前 のほかに も英語名を もっている。公式には

この ２つを合わせ，本来 の名前を姓 と して綴 る。アボ リジニ自身 は，相互に英語名でよびかけ

あい，本来の名 （これを彼 らは英語で 「ブッシュ ・ネーム」 とよぶ）を用いることはない。英

語 名以前は，男女それぞれ ４つずつのセ クション名 （Ｎ章 １－ｉ） がよびかけに使われた。

６２０



松山　 アーネムランド・アボリジニ，ジナン族の狩猟と食物規制

（英 語 でい う場 合 ， 彼 らは これ を 「父 の カ ン ト リー」 とよぶ ）。 した が って ， ガマ デ ィ

「む ら」 が 位 置 す る地 域 は ， ウ ラ ッキ ・グル ープ のガ ッチ Ｇａｔｊｉか らマ イ ケル ・ナ ラ

ビ ァ Ｍ ｉｃｈｅａｌ　Ｎａｒａｐｙａへ と継 承 され る。 しか し， 本 来 の モ ロゴ ン・グル ープ の 領域

を 兄 に ゆず った ジ ャ ッキー ・ウ ヌ ウ ンに とっ て ， あ らた な 「む ら」 建 設 の 可 能 性 は，

母 の ゆ か りの 土 地 （ウ ヌ ウ ンの 「母 の カ ン トリー」 に あ た り， マ イケ ル ・ナ ラ ビア に

とって は 「父 の カ ン ト リー」 に あ た る土 地 ） に しか残 され て いな か っ た。 彼 は， ２人

の 姉 妹 が ナ ラ ビア の 妻 で あ った こ とに加 え て ，土 地 の正 当な 継 承 者 で あ る ナ ラ ビア を

成 員 にむ か え る こ とに よ って ，現 在 地 に ガマ デ ィ 「む ら」 を 建 設 し得 た の であ る。 し

た が って ，比 較 的境 界 の 明瞭 な こ の 「む ら」 の 領 域 は ， 日常 的 に は リーダ ーの ウヌ ウ

ンが支 配 す る もの の ，伝 統 的 な土 地 権 は ， ウ ラ ッキ ・グル ープ の マ イ ケ ル ・ナ ラ ビア

に帰 属 す る もの と思 われ る。

　 さて ， 湿 地 ・森 林 複 合 生 態系 に位 置す るガ マ デ ィ 「む ら」 は ， ２８０ｋｍ２の領 域 を

もつ （写 真 １）。 その 範 囲 は， 北 は バ ラ ン コル Ｂａｌａｎｋｏｒｕ か ら南 は ジ ョン ドモ リ ジ

ュ ン Ｄｊｏｎｄｍｏｒｉｄｊｕｎｅ ま で ， 西 は カ ップ ル ・メ ー レ ＫａｐＰｒｕ－Ｍ ｅｒｅ （プ ラ イ ス

Ｂｌｙｔｈ 川） を 境 に，東 は ネ ネ キ リ Ｎｅｎｅｋｅｒｉ湿 地 の東 端 ま で で あ る。 この領 域 の ほ と

ん ど は ， ブ ッシ ュ フ ァ イア を くりか え しお こす こ とに よ って 形 成 され た ， ユ ー カ リ

属 の 優 占す る疎 林 に お お わ れ る。 そ の な か に ， ゴ バ ル バル Ｇｏｂａｌｂａｌ， ロル ガ ェ ラ

Ｒｏｌｇａｅｒａ， ボ ボ ロ ク Ｂｏｂｏｌｏｋ な どの ク リー クや ， ネ ネ キ リを は じめ とす る大 小 の湿

地 が 分布 す る （図 ４）。 これ らの疎 林 ・ク リー ク と湿 地 が 日常 的 な 狩 猟 の 場 を 提 供 し，

「む ら」人 が お こな う木 皮 画 （ス ト リンギ ー ・バ ー ク Ｅｕｃａｌ２Ｐｔｕｓ　ｔｅｔｒｏｄｏｎｔａ の 樹 皮 に，

写真 １　 ユー カ リ属 が優 占する林 にひ らかれたガマデ ィ 「む ら」

６２１



国立民族学博物館研究報告　　１２巻・３号

図 ４　 ガマデ ィ 「む ら」の領域 とおもな狩猟地点　　．，
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オ ー カ ーや 木 炭 で描 か れ る神 話 や 伝 説 ）の製 作 な ど，市 場指 向型 の経 済 活 動 ［ＡＬＴＭＡＮ

ｌ９８０：８７－１０７，１９８２：１４－１７］ の材 料 を提 供 す る。

　 この よ う に ，野生 食 糧 を含 め た 日常 的 な資 源 の 開 発 は， この 領 域 内 で ほぼ 完 結 す る

が， 「む ら」 人 は カ ップ ル ・メ ー レ （ブ ラ ィ ス川 ） 対 岸 で も狩 猟 を お こな う こ とが あ

る。 この 地 域 ， つ ま りヤル バ ル Ｙａｌｂａｌ湿 地 とク ィチ ェ Ｑｕｉｔｊｅ周 辺 の疎 林 と は， 隣

接 す る バ ラ ラ族 ・レ ンバ ラ ンガ族 と ジナ ン族 との緩 衝 地 帯 で あ る と 「む ら」 人 に認 識

され て い る。 これ は おそ ら く，伝 統 的 な狩 猟 採 集 時 代 に存 在 した ， 相 接 す る ２つ の部

族 の間 に あ って帰 属 が不 明 な土 地 ［ＥＬＫＩＮ　 ｌ９８１：５６］ と， 同 じ性 格 を もつ もの と 思

わ れ る。 こ の地 域 を 含 め て ，ガ マ デ ィ 「む ら」 の人 び との 狩 猟 活 動 は ，領 域 内 で ほ ぼ

完 結 す る。 しか し， そ こ で の狩 猟 は排 他 的 にお こな わ れ るわ けで は な い。 近 隣 の ア ウ

トス テ ー シ ョンの 成 員 も ま た， と きお りガマ デ ィの領 域 で 狩 猟 に従 事 す る。 これ らの

人 び とが お こな う資 源 の 開 発 に は， 事前 に リーダ ー の許 可 を得 るか ， も し くは成 員 の

同伴 を必 要 とす る。 この よ うに ，１９７５年 にあ らた に建 設 され た ア ウ トス テ ー シ ョンつ

ま り 「む ら」 は ， 明確 な領 域 を も ち ，そ こで の資 源 の 開発 が 「む ら」 成 員 を基 本 とす

る もの の ，他 者 を排 除 しな い。 これ らの事 実 か ら， この 「む ら」 は ， いわ ゆ るホル ド

［Ｗ ＡＲＮＥＲ　 Ｉ９６４：１２７－１２９；ＴＩＮＤＡＬＥ　 １９７４：１２，１　５－・３０］ に類似 した 性 格 を もっ

と考 え られ る。

　ｉｉ）　 「む ら」 の 人 ロ

　 ガ マ デ ィ 「む ら」 の人 口規 模 に は ， か な りの変 化 が 認 め られ る。人 口 が 明 らか な 年

に限 って も， １９７７年２３人 ，８０年 ８人 ，８２年 １９人 ，８４年 ７人 ，８６年 １１人 （いず れ も乾季 ）

で ， ７～ ２３人 の 幅 が あ る。 しか し， そ の成 員 は２０人 を数 え ，マ ニ ン グ リダ管 区 に存 在

す る２３の ア ウ トス テ ー シ ョンの 平均 人 口２０人 （１９８２年 １０月 現 在 ） に一 致 す る。 ガマ デ

ィは平 均 的 な 人 口規 模 を も つ 「む ら」 で あ る。

　 そ の人 口 は， 「む ら」 成 員 の移 動 と， 近 縁 な ロ ー カル ・グル ープ の メ ンバ ー の一 時

的居 住 な どに よ って ， 毎 日の よ うに 変化 す る。 そ こ で まず ， ガマ デ ィの成 員 を み る と，

この 「む ら」 の メ ンバ ー は ， 土地 権 を もつマ イ ケル ・ナ ラ ビァ を含 めて ， リー ダ ー の

ジ ャ ッキ ー ・ウヌ ウ ンと血 縁 関係 に あ る人 び とに限 られ て い る （図 ５）。 これ らの う ち，

１年 をつ う じて ガマ デ ィ に生 活 す るの は ， リー ダ ー の家 族 ４人 だ け であ る。 乾季 の間

は ， これ に加 え て Ｃ と Ｄ の ２家 族 が この 「む ら」 に生 活 の拠 点 を お いて い る。 した

が って ， 「む ら」を支 え るの は リーダ ー と Ｃ ・Ｄ の ３家族 ９人 と判 断 さ れ， これ が ガ

マ デ ィの基 本 人 口 で あ る。 しか し， そ の 出 自 は一 様 で は な い。 す で に述 べ た よ うに，

ジ ャ ッキー ・ウヌ ウ ンは ジナ ン族 の モ ｎ ゴ ン ・グル ー プ の 出身 で あ り， そ の ２人 の妻
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貯水 タ ンク と井戸 （１９８６年完 成）、風車 で くみあ けた水 をパ イプで貯 水 タンクへ お くる。

ＥとＧは空屋 。Ｆはマ ー ケッ ト・フー ズを一時 的 に貯蔵 したか つて のｓｈｏｐ。

Ａ－－Ｄ，ＩＩ 居住 家族

　　 　 　 （Ｈは ジマ ラＪｉｍａｒｄａ「む ら」に、

　　 　 　 Ｂはマ ニ ング リダ Ｍａｎｉｎｇｒｉｄａ

　　 　 　 に本 拠地 をお く。Ｃは トタ ンの

　　 　 　 家 をもたず テ ン ト生活 ）

a Jacky WunuWun 

b Johnny BulunBulun 

 c Micheal Narapya

図 ５　 ガマデ ィ 「む ら」の成 員と居住家族
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は と もに バ ラ ラ族 の 出 身 で あ る。 ま た， 居 住 家 族 Ｄ の夫 ジ ョニ ー ・ブル ン ブル ン

Ｊｏｈｎｎｙ　ＢｕｌｕｎＢｕｌｕｎは ， ジ ンバ 族 の ガ ナ ル ビ ンゴ Ｇｕｎａｌｂｉｎｇｕ氏 族 の 出身 で， リー

ダ ー の姉 妹 と結 婚 し妻 方 に居 住 す る こ とで ， この 「む ら」 の 成 員 権 を得 て い る。

　 この基 本 と な る ３家 族 を 除 く他 の家 族 は， ガ マ デ ｆ４ 「む ら」 の成 員 で あ る に もか か

わ らず ，マ ニ ン グ リダ の 「ま ち」 に生 活 の本 拠 を お い て い る。 これ らの 人 び とは ， と

き に応 じて 「む ら」 と 「ま ち」 を往 き来 し，乾 季 の １週 間 か ら １カ月 ほ どを 「む ら」

です ごす の であ る。

　 こ う した 成 員 の移 動 の ほか に ，近 縁 の 氏族 メ ンバ ーが一 時 的 に滞 在 す る こ と に よ っ

て も， 「む ら」 の 人 ロ は 変 化 す る。 た と え ば１９８６年 １０月 か ら１１月 に か け て は， 成 員 以

外 に常 に ３～ ８人 の滞 在 者 が あ り， と きに は そ れ が成 員 数 を うわ ま わ る こ と さえ あ る

（１１日間 に わ た って， こ う した現 象 が認 め られ た）。 これ らの 滞 在 者 の生 活 は ， 領域 内

で の狩 猟 （常 に成 員 と帯 同 して お こな わ れ る） や 「ま ち」 か ら供 給 され るマ ーケ ッ ト

・フ ー ズ の購 入 な ど， す べ て に わ た って成 員 とか わ る と こ ろ がな い。

　 「む ら」 の 人 口の 変 化 を もた らす も うひ とつ の お お きな原 因 は， 儀 礼 で あ る。 １９８４

年 ９月 に この 「む ら」 で １週 間 にわ た っ て お こな われ た葬 送 儀 礼 に は， 成 員 １２人 の ほ

か に１３５人 が参 加 し，人 口 は一 挙 に１５０人 ちか くに ふ くれ あが っ た。 ま た ， モ ロ ゴ ン ・

グル ープ の トーテ ム （ド リー ミ ング ｇｕｌｕｇｕｌｕｎｇ） で あ る明 け の 明星 （彼 らの祖 先 は ，

明 けの 明星 か ら生 れ た と伝 え られ て い る） を た た え る マ ラ ジュ レ ｍ ａｒａｄｊｉｒｉの儀 礼

（写 真 ２） に は， １８人 の成 員 の ほ か， グル ープ の メ ンバ ー２２人 が参 加 した。 こ の儀 礼

が お こな わ れ た８６年 ９月 下 旬 か らの ２週 間 は ，儀 礼 直 前 の ３倍 に人 口が 増 加 した の で

あ る。

写真 ２　 マ ラ ジ ュ レ ｍａｒａ（ｌｊｉｒｉ儀 礼
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　 こ の よ う に， 「む ら」 の人 口 は きわ め て流動 的 で あ る。 それ に は， 儀 礼 期 間 に お け

る多 数 の人 び との一 時 的 な滞 在 を 可能 にす る うえ で， 獲 得 可 能 な 食糧 の 量 が お お き く

影 響 した とい う ［Ｗ ＡＲＮＥＲ　 ｌ９６４：１２８］。 この 傾 向 は， ８０年 代 に も認 め られ る。 乾

季 に は マ ー ケ ッ ト ・フ ー ズを 含 め ，食 糧 が比 較 的容 易 に入 手 で き る。 そ の うえ 移 動 が

容 易 な た め ， こ の季 節 に は しば しば儀 礼 が お こな わ れ ， それ が極 端 な 人 口増加 を もた

ら して い る。 これ に反 して ，雨 季 は トラ ックで の移 動 が困 難 で ， マ ーケ ッ ト ・フー ズ

の供 給 も途 絶 え が ち で あ る。 そ の た め多 くの 人 び とは ， 「ま ち」 の 便 利 さを 求 め て ，

雨季 の 直 前 に 「む ら」 を 出 る。 そ の結 果 ， ガ マ デ ィ 「む ら」 の人 口 は， リーダ ー であ

るジ ャ ッキ ー ・ウ ヌ ウ ンの家 族 ４人 に減 少 す る。 「む ら」 の 人 口規 模 は ， 季 節 とそ れ

に と もな う食 糧 の変 化 ，儀 礼 の 有 無 と に， ふ か くか か わ って い るの で あ る。

２．　 狩猟動物と狩猟頻度

　ｉ） 狩 猟 動 物 の 季 節性

　 湿 地 ・森 林 複 合生 態 系 の狩 猟 動 物 は，か な り豊 か で あ る。 湿 地 と その 周辺 に は ，カサ

サ ギガ ンを は じめ ツ ル Ｇｒｕｓ　ｒｕｂｉｃｅｃｎｄａ や コウ ノ ト リ科 に属 す る Ｘｅｎｏｒｈ２ｎｃｈｕｓ　ａｓｉａｔｉｃｕｓ

と い った 大 型 の 鳥 ， そ れ に カ モ １）ｅｎｄｒｏｃ］ｇｎａ　ＳＰＰ．が あ り， ク ビナ ガ ガ メや 水 牛 が 狩

猟 の 対 象 とな る。湿 地 を と りま く疎 林 で は， ワ ラ ビ ー， エ ミュ ， ゴ ア ナ Ｖａｒａｎｕｓ　ｓｐｐ．

が 開 発 され る。 ま た ，河 川 や ク リー ク に は， バ ラマ ンデ ィや ナマ ズ な どの 各 種 の魚 類

が あ り， 河 辺 林 に は ワニ の卵 が 得 られ る。 これ らの う ち， ガ マ デ ィ 「む ら」 の人 び

とが主 要 な 狩猟 対 象 とす る の は ，湿 地 のガ ン と カ メ， お よび疎 林 の ワ ラ ビ ー であ る。

　 １９８４年 ８月 か ら ９．月に か け て の乾 季 の３４日間 ， 計 ６６回 の食 事 内容 の 調 査 で は ，５０．６

表 １　 野生食品 とマーケ ット ・フーズの出現頻度

野 生 食 品 頻度 率

カササギガ ン

クビナガガ メ

ワ ラ ビ ー

ゴ ア ナ

水 牛

ナ マ ズ

そ の 他

２６

４

３

２

２

１

２

６５．０

１０．０

７．５

５．０

５．０

２．５

５．０

４０ ５０．６

マ ー ケ ッ ト ・

　 　 フ ー ズ
頻度 率

ダ ン パ ー＊

コ ンビー フ缶

米 の 粥

ビス ケ ッ ト類

ノぐ ン

そ の 他

１６

７

５

５

４

２

４１．　０

１７．９

１２．８

１２．８

１０。３

５．２

３９ ４９．４

（１９８４．８．２．－９．１４の ３４日間 ，計 ６６回 の食 事 内容 の 調査 に よ る。 の べ食 品 数 は７９。）
＊ 水 で 練 った小 麦 粉 を 焚火 の懊 に うめ るか ， フ ラ イパ ンで焼 きあ げ た食 品。 か つ

　 て はそ の 原料 に ソテ ツ （］２ｃａｓ　ａｎｇｕｌａｔａ の種 子 な どが用 い られ た 。
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％ を 占 め る野 生 食 品 の う ち， ガ ンの 出現 頻 度 が もっ と もた か く， つ い で カ メ ・ワ ラ ビ

ー とな る （表 １）。 しか し， これ らは １年 を つ う じて捕 獲 が可 能 で あ ろ うか。

　 一般 に ア ー ネ ム ラ ン ド ・ア ボ リ ジニ は， 狩 猟 動 物 の 移 動 や 採 集 す べ き植 物 の成 長 と，

それ を もた らす降 雨 量 や 乾 燥 度 に も とつ い て ，季 節 を区 分 す る ［ＢＥＲＮＤＴ　ａｎｄ　ＢＥＲＮＤＴ

１９７０：３１－３３，１９８５：ｌｌｌ；ＬＥｖＩＴＴ　 ｌ９８１：２３－２４］。　 した が って ， ガ マ デ ィ 「む ら」

の人 び とが お こ な う季 節 区 分 を み る こ と で， これ ら狩 猟 動 物 の季 節 性 が 明 らか に な る

はず で あ る。 彼 ら 「む ら」人 は ， ま ず乾 燥 度 （湿 潤 度 ）に よ って １年 を乾 季 ｍａｎｇｅｔｊｅ

ま た は ｒａｒａｎｄｊａｒ と， 雨 季 ｄｊａｎｂａｌｇｅ に 区分 す る。 つ い で その それ ぞれ を， ユ ー

カ リ属 の 花 期 や 水 草 の 成 長 な どに も とつ い て ４～ ５に 区 分 す る。 つ ま り １年 を ８季

［ＢｏＲｓＢｏｏＭ　 ｌ９７８：７６］ な い し ９季 に分 けて い るの であ る （表 ２）。 そ の な か で注 目

され る の は ，筆 者 が 聞 き取 りの結 果作 成 した ９季 区 分 の指 標 に ， ネ ネ キ リ湿 地 へ の ガ

ンの去 来 と産 卵 時 期 が認 あ られ る こ と であ る。

　 この区 分 を採 用 して い るガ マ デ ィ 「む ら」 の主 要 な成 員 が ， こ の領 域 の伝 統 的な 居

住 者 で な い こ と は， さ きに も述 べ た 。 した が って ， ガ ンが季 節 区分 の 指 標 に登 場 す る

の は ， ウ ラ ッキ ・グル ープ の 区 分 を そ の ま ま踏 襲 した か （成 員 の １人 マ イ ケル ・ナ ラ

ビァ は ウラ ッキ の 出身 で あ る）， モ ロ ゴ ン ・グル ープ が この地 に 「む ら」 を 建 設 した

後 ，彼 らの 季 節 区 分 にガ ンの 去来 を 加 え た 結 果 か の ， ど ち らか で あ ろ う。 いず れ に し

て も重 要 な こ と は ，乾 季 の お わ り （ワ レル ・ンゴ ー レ・モ ル ジ ラ Ｗａｌｉｒ－ｎｇＯｒＣ－ｍＯｒ（ｌｊｉｌａ

ほ ぼ１１月 にあ た る） か ら， 雨 季 が は じま る こ ろま で （ン ゴー レ ・マ イ ヨル ク ｎｇｏｒｅ－

ｍａｉｙｏｒｕｋ　１２月 下 旬 か ら １月 上旬 ごろ）・ ネ ネ キ リ湿 地 に は ガ ンが い な くな る こ と で

あ る。 ネ ネ キ リ湿 地 が 干 あ が る この季 節 に は ， ガ ンが 水 の あ る ， よ り大 き い湿 地 （た

とえ ば ア ラ フ ラ湿 地 や ヤル バ ル 湿地 の一 部 な ど） へ移 動 す る か らで あ る。 したが って ，

この 「む ら」 の 人 び と は， 領 域 内 で 狩 猟 を お こな う限 り， こ の期 間 は ワ ラ ビ ー その他

に野生 食 糧 を 求 め な けれ ば な らな い。

　 しか し， この季 節 か ら雨 が あ が り乾 季 が は じま る リチ ア ｒｉｔｊｉａ ま で ， 「む ら」 の 人

口 は ４人 （リーダ ー とそ の ２人 の妻 ， お よ び子 供 ） に減 少 す る。 その た め， ガ ンが い

な くな る ３ヵ月 ほ どの 間 は ，湿 地 周 辺 で の水 牛 や疎 林 で の エ ミュ とい った 大 型動 物 の

狩 猟 が 困 難 で， 狩 猟 動 物 は カ メ と魚 類 に限 定 され て く る。 ワ ラ ビ ーは 乾 ・雨季 を つ う

じて 疎 林 に多 数 棲 息 す る とみ られ るが ， リー ダ ー の ジ ャ ッキ ー ・ウ ヌ ウ ンは ， それ を

供 す る こ とが 許 され な い 。 仮 りに ワ ラ ビー を捕 獲 して も， それ は ２人 の妻 と子 供 の食

糧 にな るだ け で あ る。 自 然 資 源 の 開発 に は ，資 源 が もつ 季 節 性 と と も に， も うひ とつ

別 の 規 制 がつ よ く作 用 して い るの で あ る。 これ につ い て は， 後 に詳 し く述 べ る こ とに
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表 ２　 ジナ ン族 の 季 節区 分

　　 　 ８季 区分 は Ｂｏｒｓｂｏｏｍ ［ＢｏＲｓＢｏｏＭ　 １９７８：７６］ に よ った 。 ９季 区分 は筆 者 の調 査 に よ る。

月 ９季 区分 区 分 の 指 標 ８季 区分

７

８

９

１０

１１

１２

１

２

３

４

５

６

Marowoul

Mangetje 
(Rarandjar)

Walir-Ngore-
 Mordjila

Wulma

Ngore-
 Maiyoruk

Ngore-
 Maiyoruk-

 Wanna

Djanbalge

Djololo

Ritjia

もっと も涼 しい季節。っめたい風 が吹 く。ガ ンの
子供が成長する。ユーカ リ属の花 がおわ る。

乾季。 この季節のはじめはつむ じ風が吹 く。ブ
ッシュファイァがひんぱんにおこる。

湿地 にはまだ水がある。

乾季のおわ り。 もっとも暑い季節。湿地 は干あが
り，ガ ンはいな くなる。

北西の季節風がときお り雨を もた らす。
嵐が吹 きあれる。

雨季。雨のはじまり。ガ ンがネネキ リにもどりは
じめる。イヌクログワイが成長を は じめ る。

大雨の季節。水草が成長す る。

雨季のさか り。ユーカ リ属の木 や下草が大 きく成
長する。

雨 があが りは じめ，ガ ンは卵を生 む。
ユ ーカ リ属 の花が咲 きは じめる。スイ レン属が成

長す る。

乾季のは じまり。強い東風が吹 く。草
は枯れる。

Mattai

Rarandjar

Walir

Wulma

Bara

Gummaal

Djmoro

Midawar

Mattai

区 分 の 指 標

ユ ー カ リ属 の花 が咲 く。

乾季。南東風が卓越する。

乾季 のおわ り。 もっとも暑い季節。

北東 の風 がときお り雨を もた らす。
嵐 （雷雨）が吹きあれる。

北 西の季節風が吹きはじめる。草が成長を は じめ
る。

雨季 。毎 日雨がつづ く。
西または北西風が卓越する。
草 が成長する。

東 風が卓越す る。規則的な雨があり，風が吹き
，草がたおれ る。

ときお り強

東風が卓越す る。涼 しい ときで，草 は枯れは じめ
る。

ユ ー カ リ属 の 花 が 咲 く。
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す る。 こ こで は ， カサ サ ギ ガ ンを は じめ とす る 狩 猟 動 物 の 狩 猟 頻 度 と， 現 在 の 「む

ら」 人 が 採 用 して い る狩 猟 の ス トラテ ジ ーを ， さ き に検 討 す る。

　 ｉｉ）　 カ サ サ ギガ ン Ａｎ∫ｅ「ａｎａｓ　ｓｅｍｉｐａｌｍａｔａ

　 ガマ デ ィ 「む ら」 の食 品構 成 に よれ ば ， カサ サ ギガ ンは， 少 な くと も乾 季 の一 時期 ，

主 要 な 野 生 食 糧 の 地位 にあ る （表 １参 照）。 した が って，ガ ンの 捕 獲 頻度 は相 対 的 に た

か くな り， 捕 獲数 は 「む ら」 の人 口規 模 と棲 息 数 に対 応 して 変 化 す るは ず で あ る。

　 季 節 区分 （表 ２の ９季 区 分） に よ る と， ガ ンの捕 獲 が比 較 的 容 易 な 期 聞 は ， 雨季 の

さ か りか ら乾 季 の おわ り にか け てで あ る。’この う ち， 「む ら」 の 人 口 と狩 猟 回 数 ・捕

獲 数 が 明 らか な乾季 を ， ① 人 口規模 が ３～ １０人 で 「む ら」 が 通 常 の 状 態 に あ る時期

（１９８４年 ８月 １ 日～ ９月 ９ 日の４０日間） と， ② 「む ら」 の 人 口が４３人 に まで 増 加 した

マ ラ ジュ レ儀 礼 の 期 間 中 （１９８６年 ９月 ２６日～ １０月 １１日の１６日間 ） の ２つ に 区分 す る。

ま た ，ネ ネ キ リ湿 地 に ガ ンが飛 来 しな くな る，③ 乾 季 の おわ りか ら雨 季 の は じめ （１９８６

年 １０月 ２３日～８７年 １月 ６ 日の うち の６１日間 ，人 口は ２～ １９人 の 間 で 変化 ） を さ きの ２

区分 に加 え ，そ れ ぞ れ の 状 況 に お け るカ サ サ ギガ ンの狩 猟 頻 度 と捕獲 数 に つ い て検 討

す る （この 区 分 は ワ ラ ビー とカ メ につ いて も用 い る）。

　 表 ３に よ る と， ① お よび ② の 時 期 にお い て は ， ガ ンの狩 猟 頻 度 は０．・５～ ０．７／日 と相

対 的 に たか い。 ま た ， そ の 狩猟 効 率 １．７～ ３。８は ， きわ め て効 果 的 に捕 獲 され て い る こ

とを示 す 。 これ らは ， ガ ンが も っ と も重 要 な 狩 猟 動 物 で あ る こ とを 明 らか に す る。 そ

の狩 猟 地 は， ① の期 間 にお け る５２．４％ が集 落 の 内部 に も とめ られ て い る。 この季 節 に

は 日没 前 後 の 時 刻 に ，集 落 の上 空 を群 れ が通 過 す るか らであ る。② の期 間 に も同 様 の

現 象 が認 め られ るが ，儀 礼 の さま た げ にな るた め ，集 落 で の狩 猟 は お こな わ な い。 狩

猟 地 は集 落 か らネ ネ キ リ湿 地 に移 動 す る。 狩 猟 の 時 間 帯 は特 定 され な い が ，午 前 中 に

お こな わ れ る こ とが多 い。 湿 地 に は多 数 の ガ ンが棲 息 して お り， 狩猟 効 率 を た か め る

結 果 とな って い る。

　 しか し， １人 当 た りの可 食 食 糧 は ，両 者 の 間 で 大 き く変 化 す る 。② の儀 礼 期 間 中 に

は， 捕 獲効 率 の 向 上 に もか か わ らず， そ の値 は半 減 す る。 通 常 の ３倍 の人 口を 支 持 し，

か つ儀 礼 を とど こ お りな く進 行 す るた め に は ， ３．８１の効 率 で ３２２９ の 可 食食 糧 を 開発

す るの が ，お そ ら く限 界 で あ ろ う。 これ に対 して ， ⑧ の 季節 に は効 率 ・捕 獲 量 と も に

低 下 し，ガ ンは主 要 食 糧 の地 位 か ら脱 落 す る。 この 時期 ，「む ら」 の領 域 内で は ガ ンの

狩 猟 が で きな い か らで あ る。 その 狩 猟 地 は ， カ ップル ・メ ー レ （プ ラ イ ス川） 対 岸 の

湿 地 ， ヤ ルバ ル の ご く限 られ た 地 点 に移 って い る。 １回 の狩 猟 に要 す る時 間 が ① ・②

の ２倍 強 に達 す る の は， こ う した 事 情 に よ る。

６２９
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表３ 狩 猟 頻 度 と狩 猟 効 率

①乾季（
通常）

②乾季
（儀礼
期間）

③乾季
末～雨
季初

獲 物
狩猟
頻度／日

カササギガ ン

ワ ラ ビ ー

クビナガガメ

魚

０．５

０．１

０．１５

０．０５

カササギガ ン

ワ ラ ビ ー

クビナガガメ

魚

１狩猟 当
た り平均

捕獲 数１）

０．７

０．１

０．１

カササギ ガ ン

ワ ラ ビ ー

クビナガガメ

魚

０．１

０．４

０．２

０．５

６

１

４

２

９

１

３

３

１

６

５

１狩 猟 当た

りｈｕｎｔｅｒの数

３

１

２

１

２

１

２

２

１

２

２

１狩猟 に

要 した時
間２）

１人 当た り
の平均可食

量３） ９。

狩 猟
効 率４）

２ ｈｓ　0５

１ｈｓ５４

５ ｈｓ３６

２ ｈｓ

６１４．２

２ｈｓ　0４

不 明

４ｈｓ　0７

４ ｈｓ３３

２ ｈｓ　0４

６ ｈｓ２８

４ ｈｓ４７

３３．５

４５．０

６．７

３２１．９

４３．７

２３．８

６９．８

５５２．１

７３．２

１３９。９

１．６８

６．３２

０．２７

０．９０

３．８１

０．２８

０．５７

５．８２

０．３６

０．４７

注 １） 「む ら」に もちかえ った狩猟動物の平均

　 ２）　 「む ら」を出てからもどるまで の時間

　 ３） 捕獲総数を生体重に換算 し，ガ ン ・カメ０．３， ワラビーＯ．２５，魚０．４の廃棄率をかけて延べ

　　 人 口で除 した値

　 ４） ハ ンター １人 １時間 当た りの捕獲数にそれぞれの獲物の生体重をかけ，廃棄率を除 した値

　 この よ うな カ サ サ ギ ガ ンの狩 猟 に は ，い くつ か の特 色 が認 あ られ る。 そ の ひ とつ ，

① の期 闇 に集 落 で お こな わ れ る狩 猟 は ， この 「む ら」 が Ｂｉｎｆｂｒｄ の い う フ ィール ド ・

キ ャ ンプ （狩 猟 活 動 の 拠 点） で あ り， ス テ ー シ ョン （ま ち ぶせ 地 点 ）， ロケ ー シ ョン

（捕獲 地 点）で あ る こ とを示 して い る ［ＢＩＮＦｏＲＤ　 ｌ９８０：４－２０］。 狩 猟効 率 の た か さ は ，

「む ら」 が もつ こ う い った性 格 に も とつ くの で あ る。 ま た トラ ック お よ び徒歩 （３つ

の 期 間 を つ う じて徒 歩 に よ る狩 猟 は １割 に満 た な い） で の ネネ キ リ湿地 に お け る狩 猟

で は， ガ ンの 鳴 き声 で群 れ の大 き さ と所 在 を ま ず 確認 す る 。 それ に は ，Ａ 地 点 で 鳴 き

声 を聞 いて 群 れ の大 き さを 確 か め ， 約 １００ｍ 離 れ た Ｂ 地 点 で 同 様 の こ とを お こ な っ

て ，群 れ の所 在 を 知 る とい う方 法 が採 用 され る。 この 一 種 の 三 角 測 量 は ，湿 地 に棲 息

す る ガ ンの 数 が相 対 的 に 減少 す る乾季 の お わ りご ろ に特 徴 的 であ る。 これ に対 して ，

数 多 くの ガ ンが 湿地 に群 れ る季 節 に は ， この 種 の 狩 猟 法 を 採 用 す る必 要 が な い。

　 と こ ろ で，散 弾銃 （１９６０年 代 前 半 か らアー ネ ム ラ ン ド ・ア ボ リジ ナル 領 で の使 用 が

公 認 され る） を 用 い て お こな う現 代 の 狩 猟 に比 べ る と， か つ て の方 法 は狩 猟 効 率 が 低

い と推 測 され る。 当 時 は ，木 製 の ヤ リ ｇａｌｅｗａｒｕ とヤ リ投 げ 器 ｄａｋｋａｒｕ を 携 え た ８～

１２入 のハ ン タ ーが夕 方 に湿 地 周 辺 の樹 上 に登 り， この 時 刻 に移 動 す るガ ンを射 止 め た

と い う。 この方 法 で は ， １ 日 １回 の狩 猟 が 不 可 欠 で あ った と され る。 そ の ほ か ，伝 統

６３０
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的 な 狩 猟 法 に お と り穴 ｄａｐＰｅ猟 が あ る。 これ は深 さ約 １５０　ｃｍ ， 直 径 数 １０ｃｍ の竪

穴 を 湿 地 に掘 り，水 草 で 覆 った 中 にハ ンタ ーが入 り，鳴 き こえ を ま ね て お び きよせ た ガ

ンの 足 を掴 み 引 きず り込 む とい う もの で あ った。 この お と り穴 猟 は 日の 出 の 時刻 にお

こ な われ た と い う。 いず れ もガ マ デ ィ 「む ら」 に 伝承 され る， かつ て の狩 猟 法 で あ る。

　ｉｉｉ）　 ワ ラ ビー Ｍ ａｃｒｏＰｕｓ　ＳＰＰ．

　 カ サ サ ギガ ンが効 率 よ く捕 獲 され る乾 季 （① ・② の時 期 ）， ワ ラ ビー は， 補 助 的 な

野 生 食 糧 の 地 位 にあ る。１人 当 た りの可 食 食 糧 が ，３４～ ４４　９ と きわ めて 小 さ いか らで

あ る （表 ３）。 この ワ ラ ビー が， 主 要 食 糧 の地 位 を獲 得 す るの は ， 乾季 の お わ りか ら

雨 季 の は じめ にか けて で あ る。 この 時 期 に は狩 猟 頻 度 が増 加 し， 「む ら」 の人 口規 模

が 小 さい こと もあ って ，１人 当 た りの 可 食 食糧 は ５００９ を こえ る。 この状 態 は ，雨 季

が さ か りにな る こ ろ （ン ゴー レ ・マ イ ヨル ク ・ワ ン ナ ｎｇｏｒｅ－ｍ ａｉｙｏｒｕｋ－ｗａｎｎａ 表 ２）

ま で で ，そ れ 以 後 は ， そ の 地 位 を再 び ガ ンに ゆ ず る と予想 され る。

　 しか し， ユ ー カ リ属 の疎 林 にか こま れ た ガ マ デ ィの集 落 周 辺 に は ，個 体 数 は不 明 だ

が ， １年 を つ う じて多 数 の ワ ラ ビー （写 真 ３） が 棲 息 す る と推 定 さ れ る。 そ の根 拠 の

ひ とつ は ，① ・③ の ２つ の 時 期 と も に， 狩 猟効 率 が著 し くた か く， かつ そ の値 に ほ と

ん ど変 化 が な い こ とで あ る。棲 息 数 が少 な く， そ の うえ 季 節 変 化 が お お き けれ ば ， こ

う した効 率 を維 持 で きな い はず だ か らで あ る。

　 ワ ラ ビーが 多 数 棲 息 す る と推定 す る根 拠 の ２つ め は ，集 落 周 辺 に残 され た 足 あ と で

あ る。 筆 者 の 観 察 によ る と， 集 落 か ら半 径 １００ｒｎ 以 内 に １日平 均 ９つ の足 あ とが見

い 出 さ れ ， そ の数 は乾 季 （① の 時期 ） と，乾 季 の おわ りか ら雨 季 の は じめ （③ の 時 期 ）

写真 ３　 ワ ラ ビ ー （生体重量約 １６ｋｇ）

６３１
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との 間 に変 化 が な い。 これ らは ，同一 個 体 の もの と い う可 能 性 も残 され て い る。 しか

し，足 あ とか ら判 断 す る と ， ワ ラ ビー は集 落 の東 か ら西 へ まわ り， 北 の森 へ移 動 して

い る こと が知 られ る。 同一 個体 が ，集 落 を 中心 に 円運 動 を して い る とは考 え難 い。

　 この よ う に， 多 数 の棲 息 が推 定 され るワ ラ ビーの 狩 猟 は ，主 と して集 落 の北 の森 で

お こな わ れ ， こ こ での 捕 獲 数 は５６％ に達 す る。 これ につ ぐの が ， 乾季 に は草 原 を なす

カ ップル ・メ ー レ （プ ライ ス川 ） 対 岸 の ヤル バ ル 湿 地 であ る。 ワ ラ ビー猟 は こ う して

狩 猟 地 点 が特 定 され る と ころ に， お お きな 特 色 が あ る。 した が って ， そ の ス トラ テ ジ

ー は
，「偶 然 の発 見 」 ［ＢＩＮＦｏＲＤ　 Ｉ９８０：４－２０ユ に よ らな い， 計 画性 を も った もの と判

断 され るの で あ る。

　 ｉｖ）　 ク ビナ ガ ガ メ　Ｃｈｅｌｏｄｉｎａ　ｒｕｇｏｓａ

　 ク ビ ナガ ガ メ は ，季 節 を 問 わず 補 助 食 糧 で あ る こ とが ， １人 当 た り可 食 食 糧 の値 か

ら明 らか で あ る。 この カ メ は生 体 の ま ま一 時 的 に貯 蔵 で きる唯 一 の 動 物 性 食 糧 で ，「む

ら」 人 は そ れ ぞ れ の居 住 家 族 ご と に カ メ穴 （最近 で は この用 途 に ドラ ム缶 が しば しば

使 わ れ る） を設 け て お き，必 要 に応 じて 食 用 に供 す る。 こ う した利 用 法 は， 補 助 食 糧

と して の カ メ の性 格 を よ く示 す もの であ る。

　 そ の狩 猟 に は お もに女 性 が従 事 し， １回 当 た り ４～ ６時 間３０分 を要 して い る。 この

狩 猟 時間 の長 さ は， 狩 猟 方 法 に 由来 す る。 ネ ネ キ リ湿 地 を は じめ ， ジ ョワル エや ヤル

バ ル な ど で お こな うカ メ猟 に は鉄 棒 が 使 用 され ， これ で地 中 の カ メ を さ ぐり 出す の が

一 般 的 で あ る。 そ の た め ，相 対 的 に 長 い狩 猟 時 間 が必 要 とさ れ ，狩 猟 効 率 を 低 下 させ

て い るの であ る。

　 現 在 ， ガ マ デ ィ 「む ら」で 女性 が お こな う狩 猟 に は ，マ ング ロ ー ブ林 で の 貝 （Ｇｅｌｏｉｎａ

ｓｐ．な ど） と り と， カ ップ ル ・メ ー レ （ブ ラ ィ ス川） で の釣 りが あ る。　 しか し， そ の

狩 猟 頻 度 は きわ め て低 く， カ メ猟 だ け が 「む ら」 人 の食 糧 獲 得 に貢 献 して い るに す ぎ

な い 。

　 Ｖ） エ ミュ １　Ｄｒｅｍａｉｕｓ　ｎｏｖａｅｈｏｌｌａｎｄｉａｅ と水 牛 Ｂｕｂａｌｕｓ　ｂｕｂａｌｉｓ

　 湿 地 ・森 林 複 合生 態 系 で 捕 獲 可 能 な大 型 動 物 は ， エ ミュ と水 牛 であ る。 この う ち，

１８世 紀 にチ モ ール か ら導 入 され ， そ の後 野生 化 した水 牛 （写 真 ４） が， ガ マ デ ィ 「む

ら」 周 辺 に どれ ほ ど棲 息 す るの か ， ま った く不 明 で あ る。 ネ ネ キ リや ゴバ ル バ ル湿 地

の 周 辺 で は， しば しば新 鮮 な 足 あ とを み か け ，泥 浴 の あ とが数 多 く認 め られ る。

　 この 水 牛 猟 は 湿 地 周 辺 で お こな わ れ るが ，狩 猟 頻 度 は きわ めて 低 い。筆 者 の 観 察 し

た乾 季 の さか りか ら雨 季 の は じめ にか けて の １１７日 間で は ，わ ず か に ３回 み られ た に
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写真４　水 牛

ク リークへの水 くみ途 中に発見 し，射止めた水牛。食用に供 した 肉は，

胸の一部 と，左の前肢と後肢のみ。残余 の肉はそのまま放置。左後肢 は

とな り 「む ら」へ配分

と どま り，捕 獲 で きた の は ２度 で あ る。 これ は と も に ， エ ミュの 狩 猟 や 飲 料 水 を くむ

た め に湿 地 に でか けた 際 ， 発 見 され た もの で あ る （彼 らは移 動 に際 して ，必 ず 散 弾 銃

を携 行 す る）。 こ う した事 実 は，水 牛 の 捕獲 を直 接 の 目的 に す る狩 猟 が ， ガ マ デ ィ 「む

ら」 で は ほ とん どお こな わ れ な い こ とを 示 して い る。

　 この 水 牛 と 同様 ，エ ミュ も きわ め て得 が た い大 型 動 物 で あ る。 そ の狩 猟 は さ き と同

じ１１７日間 に ４回認 め られ るが， １度 も捕 獲 され て いな い。 こ の う ち ３回 の狩 猟 は ，

い ずれ も 日 の 出前 後 の 時 刻 に， 湿 地 で お こな わ れ る。 疎 林 に棲 息 す る エ ミュ は， この

時 刻 に １度 は湿 地 に あ らわ れ て 水 を 飲 む か らだ とい う。 ハ ン タ ーは そ れ を樹 上 で ま ち

ぶ せ る。 これ が ， 現 在 の ガ マ デ ィ、「む ら」 に採 用 され て い る エ ミュ猟 の ス トラテ ジ ー

で あ る。 した が って ， １狩 猟 に は 平均 ５時 間 を必 要 とす る。 それ に もか かわ らず １度

も捕 獲 され て いな い の は ， エ ミュが 出現 す る湿 地 を特 定 す る の が困 難 な こ と に よ る。

こ の ３回 の狩 猟 で， ハ ンタ ー （同一 人 ） が ネ ネ キ リ， ゴバ ル バ ル ，ボ ボ ロ ク と狩 猟 地

をか えて い る のは ， こ う した事 情 を反 映 した もの で あ る。 た だ し， この 方 法 で は ，「む

ら」 領 域 内 の 湿地 が干 あ が る季 節 は， エ ミュ猟 が よ り一 層 困難 に な る。

　 残 る １回 は， トラ ッ クで移 動 中 に疎 林 内 で偶 然 発 見 した もの であ る。 この場 合 に注

目 され るの は ， エ ミ ュを追 跡 す るハ ン タ ー １人 を 除 い て ，車 に残 った人 び とが ， ゆ っ

くり した リズ ム を と りな が ら平 手 で車 体 を た た く こ とで あ る。 これ はエ ミュの 羽 音 を

ま ね る行 為 で， 追 跡 中 の エ ミュ が遠 くへ い くの を 防 ぐた め だ と説 明 され る。 しか し，
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そ の効 果 は明 らか で な い。’

　 これ らの ほ か ，伝 銃 的 な エ ミュ猟 に

は ，湿 地 に毒 を 流す 方 法 も採 用 され て

い た。 西 ア ー ネ ム ラ ン ドで は， これ に

ＴｅＰｈｒｏｓｉａ　ＰＵｒＰａｒｅａの 葉 を 使 用 し た と

い うが　［ＢＥＲＮＤＴ　ａｎｄ　ＢＥＲ・ＮＤＴ　 ｌ９８５：

ｌｌ５］，筆 者 はま だ 確 か め て い な い。

写真 ５　 バ ラ マ ン デ ィ

　 ｖｉ） 魚 介 類 と ドロヴ ニ ５Ｃｌｌｌａ　ｓｅｒｒａｔａ

　 ガ マ デ ィ 「む ら」 の 人 び とが 捕 獲 す

る 魚 介 類 に は ， バ ラマ ンデ ィ Ｓｃｌｅｒｏ・

Ｐａｇｅｓ　ｓｐｐ．（写 真 ５）や ナ マ ズ ， エ イ や

サ メ な ど と， ３種 類 の 貝 類 が あ る。 こ

れ らの うち ，バ ラマ ン デ ィ とナ マ ズ の

狩 猟 は ，集 落 前 面 の カ ップ ル ・メ ー レ

（プ ライ ス川 ） と ，領 域 内 の モ ゴ ロ ン

ジ ェ Ｍ ｏｇｏｌｏｎ（１ｊｅ， お よび 隣 接 部族 と

の間 の 帰 属 が 不 明 瞭 な クイ チ ェ とで お

こな わ れ る。 この ほ か ， まれ に ボ ボ ロ クな どの ク リー ク も狩 猟地 とな る。

　 一 方 ， 残 余 の 魚 介類 と ドロガ ニ は ， 集 落 の 北 方 ４０ｋｍ の バ ー ラマ ル チゲ Ｂａａｌａ－

ｍ ａｌｔｊｉｇｅ， チ ンボル ジ ョウガ Ｔｉｎｂｏｒｄｊｏｕｇａ， ゴモ ゴ モ ク Ｇｏｍ ｏｇｏｍ ｏｋ や ミ ジェ レ

Ｍ ｉｄｊｅｌｅ のマ ン グ ロー ブ林 内 と林 縁 が 狩 猟 地 に選 ば れ る （写 真 ６）。 ミジ ェ レを 除 く

これ らの地 域 は，バ ラ ラ族 の ア ウ トス テー シ ョ ンの ひ とつ ，ガ ンムル グユ ル Ｇａｎｍｕｒ－

ｇｕｙｕｒの 領域 に属 す る （図 ４参 照）。 した が って ガ マ デ ィ 「む ら」の人 び と は，事 前 に

狩 猟 す る旨 を伝 え て許 可 を得 る こ とが 必 要 で あ る。筆 者 の 観 察期 間 中 に お こ なわ れ た

この地 域 で の狩 猟 に は ， ガ ンムル グユ ル 「む ら」 の 成員 ２人 が ，狩 り に 同行 して い る。

　 こ う して ，湿 地 ・森 林 複 合 生 態 系 に位 置 す るガ マ デ ィ 「む ら」 で は ，領 域 内 で 獲 得

で きな い資 源 の開 発 を ，海 岸 ・汽 水 ・湿 地 複合 生 態 系 で お こな う。 しか し， そ の頻 度

は０．３／日 と低 く， 狩 猟 時期 も乾 季 が お わ る１１月 に集 中 して い る。 す で に述 べ た よ うに ，

この 季 節 には カサ サ ギ ガ ンの 捕獲 数 が著 し く減 少 し，野 生 の動 物 性 食 糧 は ワ ラ ビー と

カ メ に依 存 しな けれ ばな らな い。 こ う した期 間 に ，異 な る生 態 系 で魚 介 類 が 開 発 され

るの で あ る。 その １人 当 た り可食 食 糧 は約 １４０９ を示 す が ， ヤ ス ｊｉｔａｂａｔａ を 用 い て

お こな う突刺 漁 や ナ イ ロツ 糸 を使 う投 げ釣 り には ５時 間 を要 し，狩 猟 効 率 は たか くな
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写 真 ６　 マ ング ロ ー ブ林 内 で の ドロガ ニ 猟 。捕 獲 に は ヤ ス ｊｉｔａｂａｔａ を用 い る

い （表 ３）。 領 域 内 に お け る河 川 や ク リー クで の狩 猟 に つ いて も 同様 で あ る。 儀 礼 の

期 間 中 に魚 介 類 の狩 猟 が 認 め られ な い の は ， こ う した 理 由 に よ る。

　 と ころ で ， この 河 川 や ク リー ク での 釣 り漁 に は ， 注 目す べ き行 動 が認 め られ る。 そ

れ は魚 の よ び よせ 行 動 で あ る。 た とえ ば， １９８６年 １１月 ３ 日の ク イ チ ェで の ５時 間１８分

に わ た る バ ラマ ンデ ィ漁 （ハ ンタ ー ３人 ， 釣 り餌 に は散 弾 銃 で 捕 獲 した小 鳥 が使 わ れ

る） で は ， 狩 猟 地 点 を移 動 す る こ と に （図 ６）， よ び よせ が お こな われ た。 そ の よ び

よせ 行 動 とは ，つ ぎの よ う に精 霊 に よ び か け る こと で あ る。

koie ma kettobun tjitjitja bai.

魚 が 釣りたい 早 くこい

midjuwuwa koiyo koiyo wanna  ple

精霊よ　　 魚を 魚を 大きいのを

ngale barinne koige midjuwuwa

私は　空腹だ　魚は　精霊 （が くれる）

tjutju kettowue koie ma

早 く　釣れるよう 魚 　が

　釣 り糸を投げこむたびに，大声でよびかけることで，精霊が魚をもたらしてくれる

と彼らは信 じている。カササギガンやワラビー，エミュなどの狩猟にも，この例のよ

うに精霊によびかける　　陸棲動物の場合は声をださない　　ことが，かつてはおこ

なわれたという。散弾銃の導入による狩猟効率の向上は，こうした習慣を消滅させて

いったのであろう。効率のわるい釣りに，それが残されたのである。
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図 ６　 クイチ ェで のバ ラマ ンデ ィ釣 りの行動

ＩＶ． 食 物規制 と解 除法

１．　 食物規制とその範囲

　 湿地 ・森 林 生 態 系 の狩 猟 動 物 は， ガ マ デ ィ 「む ら」 の 人 び とに よ って こ と ご と く捕

獲 され て い る。 しか し， ２つ の例 外 が あ る。 そ れ は ワニ （卵 を除 く） と ッル で あ る。

この ２種 の動 物 は ，多 くの人 び とや ロ ー カル ・グル ープ の トー テ ム （ド リー ミング）

と な り ［小 山　 １９８５：１１，１６，１９８６：７５」， 木 皮 画 の モ チ ー フ に しば しば採 用 さ れ る

［松 山　 １９８６：８６－８７］。

　 この ッル が ガ マ デ ィで 捕 獲 され な いの は， リーダ ーの ジ ャ ッキ ー二・ウヌ ウ ンが 継 承

す るモ ロ ゴ ン ・グル ー プの トーテ ムだ か らで あ る。 ま た ， 「む ら」 人 の トー テ ム で な

い ワニ を捕 獲 しな い の は ，近 年 ワ ニ猟 が 禁 止 され た こ とに よ る６ この ２種 類 を 除 く動

物 が ， 「む ら」 人 の 狩 猟 対 象 であ る。 しか し，’捕獲 され た動 物 は， す べ て の 「む ら」

人 が食 用 に供 し得 る わ けで は な い。 ウ ヌ ウ ン は ワ ラ ビー を供 す る こ とが許 され な い。

同 様 に ， ガ ナ ル ビ ンゴ 氏族 出身 の 居 住 家 族 Ｄ の夫 ，’ジ ョニ ー一 ・ブ ル ンブル ン （図 ５参

照） は ， ク ビナ ガ ガ メ を食 糧 に加 え る こ とが 許 され て い な い。 ワ ラ ビー は ウヌ ウ ンの ，
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クビナガガメはブルンブルンの トーテムのひとつであり，これを共有する近親者 （こ

の場合には兄弟と父）が死亡したからである。食物規制はこうして発生する。その解

除には，定められた手続 き　　解除の儀礼　　をとることが必要である。ウヌウンと

ブル ンブルンは，それをまだおこなっていない。

　 ｉ）　 トー テ ム （ド リー ミン グ）

　 食 物 規 制 の発 生 は トー テ ム （ド リー ミ ング）と深 くか かわ るの で あ る。 その トーテ ム

は， 兄弟 姉 妹 が共 有 す るメ イ ン ・トーテ ム とい うべ き もの と， ロ ー カル ・グル ー プ や

半 族 の成 員 が共 有 す る もの とに わ け られ る。 た とえ ば ， ウ ヌ ゥ ンは ワ ラ ビー ｎｇａｌｋｏ

・チ ョ ウ ｂｏｍｂａ・ヤ ム イ モ ｂａｒｉｔｊｅ・９９　ｄｊｉｍ ａｂｕｒａｎ・水 草 の一 種 ｗｕｎｕｗｕｎとツル

ｙａｒａｔｔａ を トー テ ム と して 父 か ら継 承 し，兄 弟 姉 妹 と共 有 す る。 これ が彼 の メ イ ン ・

トー テ ム で ， それ に加 え て ，明 けの 明星 や ア リ塚 ，汽 水 に棲 息 す るタ イ の一 種 ，海 な

ど，確 認 で きた だ けで も１７以 上 に な るモ ロ ゴ ン ・グル ープ の トー テム （ドゥア 半族 の

トー テ ム で も あ る） を同 時 に も って い る。 これ ら多 数 の トー テ ムは ， ２つ に整 理 で き

る。 その ひ とつ は 創 世神 話 な い し祖 先 神 話 に 由来 す る もの であ り， ２つ め は ロー カル

・グル ープ本 来 の居 住 域 の生 態 系 にふ か くか か わ る もの であ る。 ウ ヌ ゥ ンの 場合 を例

に とれ ば，笙 は ， 創 世神 話 に登 場 す る文 化 英 雄 ， チ ャ ンカ ォ Ｄｊａｎｇｋａｏｗ とマ ンボ

Ｍ ｕｎｂｏ が人 び とに与 え た狩 猟 具 と され る。 ま た ，明 け の 明星 は ， モ ロゴ ン ・グル ー

プ が生 れ で た星 で あ る。 これ を除 く数 多 くの トー テ ムは ，居 住域 の生 態 系 に も とつ い

て い る ［ＢｏＲｓＢｏｏＭ　 ｌ９７８：３７－３８］。 海 ・水 草 や タ イ の一 種 は ，海 岸 ・汽 水 ・湿 地 複

合 生 態 系 に 由来 し， ワ ラ ビー とチ ョウや ア リ塚 ， そ れ に ッル は湿 地 ・森 林 複合 生 態系

に由来 す る。 河 辺 林 と して残 され た 降 雨 林 か らは ， ヤ ム イ モ が トー テ ム にな って い る。

これ らの トー テ ム は， 葬 送 の儀 礼 を は じめ 各 種 の儀 礼 で うた い踊 られ る。 そ の うた と

踊 りに は， 動 ・植 物 の 生 態 が 表 現 され る。 た とえ ば ッル の うた で は，

mandin mandin

歩 く　 歩 く

kowrtja rorororu

鳴 きな が ら （？）

tjarukumele yarrata

巣をつくる　 ツル

ritjia djala woareluga djala
＊リチァが　はじまる　ひなが　　　かえる
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wippundja koyowruga ndala

（ひなが）　たちあがる　おきあがる

djomu djomu dja

夕方に 夕方に なる

wourai wourai  rartjiyon

飛ぷ 　 飛ぶ 　 話 しあう

mandin mandin

歩 く　 　歩 く

karbu raigo koruburnga

ク ワイ の根 を ほ る＊＊コル プル ンガ で

bolok parpar tja

羽が　風に　　動 く

＊乾季のは じまる季節

＊＊ コル ブル ンガは湿原の地名

と うた われ る。 踊 りで は ッル の 群 れ が湿 原 を歩 き索 餌 し， ひ な が生 れ ，群 れ を な して

飛 び た つ様 子 が表 現 され る。 この よ うに ，彼 らの トーテ ム には ，居 住 域 に お け る動 ・

植 物 の生 態 との間 に不 可 分 な 関 係 が認 め られ る の で あ る。 そ の一 方 で ， これ らの トー

テ ム は，彼 らの祖 先 の生 れ かわ りであ り，祖 先 の精 霊 が もた ら して くれ る狩 猟 （採 集）

動 物 （植 物 ） であ る と信 じられ て い る。 ク リー クで の 釣 りで ，魚 の よ び よせ 行 動 が み

られ るの に は ， こ う した 背 景 が あ る。

　 この よ うに 由来 の異 な るい くつか の トー テ ム にあ って ， メ イ ン ・ トー テ ムは と りわ

け重 要 で ， それ らの 動 ・植 物 は ，生 前 の生 活 を と もに した 兄弟 姉 妹 を 含 む直 接 の祖 先

が生 れ か わ った もの と認 識 され る。 した が って その 肉 を食 用 に供 す る こ とは， 死 者 の

肉 を食 用 に供 す る こ とにな る。 ジ ャ ッキー ・ウヌ ウ ンが ッル や ワ ラ ビー を供 し得 な い

の は， これ を共 有 す る兄 弟 の う ち ３人 が近 年 に な って死 亡 した か らで あ る。 メ イ ン ・

トー テ ム は ，具 体 的 な イメ ー ジを も つ人 間 と同一 視 され るの で あ る。

　 こ う した性 格 を もつ トーテ ム と， それ に まつ わ る うた や神 話 ，踊 りは ，父 系 出 自 に

も とつ いて 継 承 され る。 そ の 伝達 の具 体 的 な 手 段 な い し装 置 の ひ とつ が木 皮 画 であ り，

星 ま つ りや 葬 送 の 儀 礼 を は じめ とす る各 種 の儀 礼 で あ る。 そ こで は ， 個人 や ロー カル

・グル ー プ の トーテ ムを うた い ，お ど る の で あ る。 こ の よ う に， 男 性 は伝 達 の た め の

社 会 的 な装 置 を もつ が ， 女性 は そ れ を もた な い。 女 性 は 自 らの トーテ ム を木 皮 画 に描

く こ と もな け れ ば （木 皮 画 の製 作 は男 性 に限 られ る），儀 礼 に際 して そ れ を積 極 的 に踊
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る こと も な い。 彼 女 は 自 らの トーテ ム を直 接 的 な形 で表 現 しな いの であ る。 そ れ は こ

の社 会 が， 父 系 の 単 系 集 団 を基 礎 に編 成 され て い る こ とに よ る。

　 トー テム を 伝達 す る も うひ とつ の手 段 は ，人 の名 前 で あ る。再 び ウ ヌ ウ ンを例 に と

る と ， 彼 は 汽 水 域 に 特徴 的 な 水草 ｗｕｎｕｗｕｎ を名 前 に もって い る。 これ は彼 の トー

テ ム であ る と同 時 に ，祖 父 の 名 前 で もあ り トー テ ム で も あ っ た。 同 様 に ジ ンバ 族 ガ ナ

ル ビ ンゴ 氏族 の メ ンバ ー で あ り， ガ マ デ ィ 「む ら」 の 成 員 で もあ るブ ル ンブ ル ンは ，

祖 父 の 名 で あ り トーテ ムで あ る クモ ｂｕｌｕｎｂｕｌｕｎ （ジ ンバ語 ） を 名 前 に もつ の で あ る。

彼 の 兄 弟 は そ れ ぞ れ祖 父 の兄 弟 が もつ 名 前 （トー テム） を継 承 し，彼 の息 子 は ブル ン

ブル ンの父 の トー テ ム， 雲 を継 承 す る （図 ７）。 これ らの ク モや 雲 は， ブル ン ブル ン

の 兄弟 姉 妹 が共 有 す る トー テ ム であ る。 た だ し，彼 らが継 承 す る名前 は ， ひ とつ で は

な い。 た とえ ば ブル ン ブル ンは クモ の ほ か に ， も うひ とつ 別 の ｇａｒｒｕ とよ ぶ ク モ と

ク ビナ ガ ガ メ ｂａｎｄａ （ジナ ン語 ， この カメ を さす ジ ンバ語 は 採 録 か らもれ た） の 少

な くと も ３つ の 名 を もっ 。 同 じ く彼 の弟 は ， ２種類 の水 ヘ ビ ｇａｌａｍｉ　ｔｊ　ａ と ｙａｎｇａｉｇａｉ

図 ７　 トー テ ム （ド リー ミング） の 継承
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ワ モ ッ トｗａｍｏｔは バ ンガ レチ ャ ン ｂａｎｇａｌｅｔｊ　ａｎ の セ クシ ョンの女 性 の ほか ，　 コチ ャ ン

ｋｏｔｊａｎか ら も妻 を選 ぶ こ とが で き る。 この場 合 ， 伝 統 的 に はバ ン ガ レチ ャン との 結 婚 が

優 先 し， ２人 め の妻 は コチ ャ ンの セ ク シ ・ンか ら選 ばれ る。 ガ マデ ィ 「む ら」 の リー ダ
ー， ジ ャッキ ー ・ウ ヌ ウ ンの最 初 の 妻 （死 亡 ）はバ ン ガ レチ ャンか ら， ２人 めの 妻 は コチ

ャ ンか ら， そ して プ ロ ミス ト ・ワ イ フ２》はバ ン ガ レチ ャンの セ クシ ョン か ら選 ん で い る。

図 ８ 世 代 と セ ク シ ョ ン

を名 前 にす る （ウ ヌ ウ ン も ２つ以 上 の 名 を もつ はず で あ るが ， 明 らか で な い）。

　 少 な くと もメ イ ン ・ トー テ ム は ， こ う した 名 前 と して も継 承 され る の で あ る。 そ れ

が 父 で な く祖 父 で あ る の は ，半 族 にわ か れ る彼 らの社 会 が それ ぞれ 男 女 ４つ の セ ク シ

ョンに 区分 され て い る こ と に よ る。 ドゥア半 族 を例 に と る と， ワ モ ッ ト ｗａｍｏｔ とい

うセ ク シ ョンに属 す る男 性 は，イ リチ ャ半族 の バ ンガ レチ ャ ン ｂａｎｇａｌｅｔｊａｎ お よ び コ

チ ャ ン ｋｏｔｊａｎ の セ ク シ ョ ンに含 ま れ る女性 との婚 姻 が許 され る。 この うちバ ンガ レ

チ ャ ン との間 の息 子 はゲ ラ ｇｅｌａ の セ ク シ ョ ンに属 し，ゲ ラ とブ ラ ンジ ャ ン ｂｒａｎｄｊａｎ

の 息子 は ， 祖 父 と同 じ ワモ ッ トに含 まれ るか らであ る （図 ８）。 した が って ， メ イ ン

・ トー テ ム に 由来 す る名 前 は ，祖 父 か ら うけつ が れ る こ と にな る。

　 トー テ ム は ， こ う して 個人 の 名 前 と して も継 承 され る。 トー テム で あ る動 ・植 物 と

人 間 が 同一 視 され る根 拠 の ひ とつ は ， こ こに も見 い だせ るの で あ る。

２） プロ ミス ト・ワイフは， Ｅｇｏ の母の姉妹とその配偶者 によって決定され る。 つま り， 彼 ら

の闇 に女子が誕生 した場合，その子を Ｅｇｏ のプロ ミス ト・ワイフとする。 この決定がなされ

ると， Ｅｇｏ はプロ ミス ト・ワイフにな るべ き女性の 出生以前か ら結婚後 にいた るまで， その

両親 に経済的な援助をつづける ことが義務づけ られ る （男子 が生れた場合 には， この約束 は破

棄 される）。 この義務は， プロ ミス ト・ワイフの両親か らの解除の申 し出， も しくは両親の死

亡 のみによ って解除す ることがで きる。　 　 　 ’
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　 ｉｉ） 食 物 規 制 の範 囲

　 こ の メ イ ン ・ トーテ ム の動 ・植 物 が ，兄 弟 姉 妹 を 含 む 直 接 の祖 先 の死 を契 機 に ，少

な くと も ２～ ３年 の 間 ，食 物規 制 の対 象 とな る。 そ れ で は ， この規 制 は どの範 囲 の 人

び とに お よぶ の であ ろ うか 。

　 ジナ ン族 に 限 らず ， ア ボ リジニ の社 会 で は死 者 に つ い て語 る こ とが タ ブ ー と され ，

特 定 の 個人 の死 を想 定 す る こと も許 され な い。 そ の た め ，近 親 者 の 死 に起 因 す る食 物

規 制 が どの範 囲 に お よぶ か を明 らか にす るの は ，非 常 に困 難 で あ る。 筆 者 が 得 た 断片

的 な 資料 を も とに そ の範 囲 を想 定 す る と ，ほ ぼ つ ぎ の よ うに な る。

　 た とえ ば ，Ｅｇｏ の父 が死 亡 した 場 合 ，食 物 規 制 は ，　Ｍ ，　ＦＢ！ｚ，　Ｂ！ｚ，　Ｂｓ１Ｄ，　ｓ１Ｄ，

ＦＢＳ！Ｄ，　ＦＢｓｓ１Ｄ に生 じる こ とに な り，父 方 の交 叉 イ トコは 規 制 の 対 象 か ら除外 され

る。 ま た 母 の 兄 弟 姉 妹 な どは ， メ イ ン ・ トー テ ムが 異 な るた め ， そ の 対象 に は な らな

い。 母 ，つ ま り死 者 の 妻 だ け が ，夫 の メ イ ン ・ トー テ ムで あ る動 ・植 物 の食 用 を規 制

され る に と どま るの で あ る。 トー テ ム は父 系 出 自 に も とつ い て 継 承 され る か らで あ る。

　 これ に対 して ，Ｅｇｏ の母 の死 亡 に よ って生 じる規 制 の範 囲 は，ま だ十 分 明 らかで な

い。 明 確 な の は， 少 な くと も母 の兄 弟 姉 妹 に規 制 が生 じる こ とだ け に す ぎ な い 。 こ の

ほか に考 え 得 る こ との ひ とつ は ， 母 とは 別 の トー テ ム集 団 に所属 す る Ｅｇｏ とその 兄

弟 姉 妹 は ，お そ ら く規 制 か ら除外 さ れ る だ ろ う と い う こ とで あ る。 も うひ とつ は ，母

方 の 平 行 イ トコで ， これ は死 者 と トー テ ム を共 有 しな い。 した が って ， これ も規 制 の

対 象外 とな る。 問題 に な る の は， 死 者 と トーテ ム を共 有 す る母 方 の交 叉 イ トコで あ る。

これ が規 制 の対 象 にな る か ど うか は 明 らか で な い。 母 （交 叉 イ トコの ＦＺ） は トーテ

ム を次 世 代 に直 接 的 に伝 達 しな い こ とか ら考 え て ，母 方 の交 叉 イ トコは ， 規 制 か ら除

外 され る と推 測 さ れ る。 い ずれ に して も ，現 段 階 で は ， 父母 の死 に よ っ て生 じ る規 制

は ，父 方 の交 叉 イ トコと母 方 の平 行 イ トコに お よ ぱ な い こと だ けが 明 らか で あ る。

　 こ う した規 制 を う け る 当事 者 が ，何 か の事 情 で 対象 と な る動 ・植 物 を 食 べ る と，体

全 体 に発 疹 が あ らわ れ ，激 しい嘔 吐 にみ ま わ れ る とい う。人 び と は， 定 め られ た手 続

きに した が って ，食 物 規 制 を 解 除 しな け れ ば な らな い。

２．　 食物規制の解除法

食 物 規 制 を 解 除 す るに は ，最 初 に ワ ンジ ェル ｗａｎ（ｉｊｉｌの儀 礼 を ，つ い で ウォ ッ コ ン

リ ｗｏｋｋｏｎｒｉま た は ジ ョー ク ｄｊｏｏｋ と よぶ ， あわ せ て ２つ の儀 礼 が伝 統 的 に は 必 要

と され た。 そ の 最 初 の儀 礼 ワ ン ジ ェル は ，葬 送 儀 礼 の 一 部 と して お こな われ る。

死 因 が明 らか な 通 常 の死 の 場合 ， 死 者 の近 縁 の親 族 や ロー カル ・グル ー プ の メ ン
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バ ー ， あ るい は セ ク シ ョ ンを共 有 す る人 び とな ど が ， 葬送 の儀 礼 マ ネ カ イ　ｍ ａｎｅｋａｉ

を と りお こな う。 そ の例 を ，筆 者 の 参 加 が 許 され た １９８４年 乾 季 に求 めて み よ う （これ

は１９８４年 ８月 ２５日午 後 １０時 か ら２７日正午 に か け て お こな わ れ た が ，写 真 撮 影 は禁 じ ら

れ た）。 これ は ， ジマ ラ Ｊｉｍａｒｄａ 「む ら」 （図 １参 照） の リー ダ ー が兄 弟 姉 妹 を の こ

して死 亡 した と きの儀 礼 で あ る。

　 第 １日め の午 後 か ら夕 方 にか けて ， 予想 され た人 び とが そ ろ う と， 長 老 が 儀 礼 の 執

行 を宣 言 す る。集 ま った男 性 は， 死 者 の 半族 が もつ トー テ ム （ドリー ミン グ） を うた

い は じめ る。 それ は海 に は じま り， 海 鳥 ， ペ リカ ン，汽 水 の魚 ， バ ラマ ンデ ィ， ブ ッ

シ ュ フ ァィ ア ，泉 へ とつ づ く。 彼 らは ，生 態系 を海 か ら疎 林 へ と た ど りな が ら， 深 夜

ま で トー テ ム を うた いつ づ け る。 これ が葬 送 の うた で あ る。

　 翌 日は ，儀 礼 の リー ダ ー で あ る長 老 の ，死 者 を た たえ る演 説 で は じま る。死 者 の 家

の ま え が掃 除 され ， そ こへ 移 動 した男性 は ， 夕 方 か ら午 前 ４時 ま で， 死 者 を送 る トー

テ ムの う たを 夜 を 徹 して うた いつ づ け る。 午 後 １０時 ，葬 送 の うた がつ づ くな か で， 集

ま った 青年 が死 者 の家 の ま え に ， ３０ｃｍ ほ どの 高 さ に も った 土 で ２×５ｍ の長 方 形

を つ く り， その 一 端 に直 径 １ｍ 深 さ ３０　ｃｍ の穴 を設 け る。 この 長方 形 は精 霊 の 世 界

を ， そ の な か に設 け た穴 は ，精 霊 が 宿 る泉 ｗａｔｅｒ　ｈｏｌｅを 意 味 す る。

　 ３日め （２７日）， 早 朝 か らつ づ くうた が お わ った午 前 １１時 ， 長老 が ユ ー カ リ属 の 木

の 葉 を穴 ｗａｔｅｒ　ｈｏｌｅに敷 きつ め る と， 水 を 満 した ドラム缶 ３本 が は こ び こ まれ る。

再 び葬 送 の うた が は じま り，全 員 が穴 を 囲 む と，１０人 ほ どず つ が交 互 に そ の中 に立 ち，

水 を注 が れ る。約 １時 間 で この 儀 礼 を 終 え る と， うた い手 を先 頭 に一 団 と な った 人 び

とは ，「む ら」の 家 い え を め ぐる。 す べ て の家 に赤 オ ー カ ーを 塗 るた め で あ る。 葬送 儀

礼 の ２ 日ほ どの ち ，精 霊 の 世 界 へ い きつ くま で に， 死 者 の魂 メ ー レ ｍｅｒｅ は必 ず 「む

ら」 を訪 問 す る。赤 オ ー カ ー は，メ ー レを 「む ら」 に居 つ か せ な い か らで あ る。 これ を

終 え ，再 び死 者 の家 のま え に もど った人 び とは ，死 者 の メ イ ン ・ トー テ ムで あ る ワニ

を うた い ， それ を 踊 る。死 者 の 魂 を精 霊 の世 界 に送 り と ど け るた め であ る。興 奮 した

女 性 が ，硬 直 した 体 の ま ま 倒 れ 伏 す な か で ，生 前 使 用 して い た陽 よ けが燃 や され （本

来 は家 屋 を燃 や した），葬 送 の儀 礼 は 終 了 す る （死 体 は この あ と埋 葬 す るが ， そ れ へ の

参 加 は認 め られ な か った）。

　 これ が葬 送 儀 礼 の あ らま しであ る。 そ の な か で ，食 物 規 制 の 解 除 とふ か くか か わ る

の が ，精 霊 の 世 界 （長 方 形 ） に つ くられ た泉 （穴 ） で あ り ，そ こで水 を浴 び る こ とで

あ る。 これ が ワ ン ジ ェル の儀 礼 で ，死 者 を送 る人 の魂 を 清 め るの で あ る。 この泉 の水

で清 めを う けた 人 は ，親 族 の死 が もた ら した 規 制 か ら開放 され る。 食 物 規 制 の解 除 で
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あ る。 た だ し，死 者 の 兄 弟 姉 妹 は ， この泉 （穴 ） に入 る こ とが 許 され な い 。彼 らは精

霊 の世 界 （長方 形 ） の外 側 に す わ り， この 儀 礼 を み ま も るの で あ り，魂 を 清 め る こ と

が で きな い。 した が って彼 らは ，食 物 規 制 が 発 生 した 直 後 に そ れ を解 除 す る こ とが で

きず ，比 較 的近 縁 な親 族 の葬 送 儀 礼 の ワ ン ジェル を ま た な けれ ばな らな い 。 しか し，

これ に も制 限 が あ る。 ワ ン ジ ェル へ の参 加 は ，親 や 兄 弟 姉 妹 な どの死 後 ， ２～ ３年 の

期 間 を お くべ きだ と され るか らで あ る。

　 この制 限 は ， ア ー ネ ム ラ ン ド ・ア ボ リジニ に一般 的 な 二 重 葬 と密 接 に 関連 す る。 さ

きに述 べ た葬 送 の儀 礼 は そ の １回 め で ， この 数 年 後 に死 者 の 骨 を 掘 り出 し， そ れ を砕

い て 円筒 形 の 棺 ｌｏｒｒｏｋａｎ に入 れ る ２度 め の儀 礼 が お こな わ れ る。 親 族 の死 後 ， 食 物

規 制 を解 除 す るた めの ワ ンジ ェル は， この ２つ の 葬儀 の 間 に す べ き こ とと され るの で

あ る。

　 ワ ンジ ェル の 儀 礼 を おえ る と，食 物 規 制 が解 除 さ れ る。 それ は死 者 の 魂 メ ー レの ブ

ロ ック か ら開 放 され る こ とを 意 味 す る。 そ れ ま で は ， メ ィ シ ・ トー テ ム を食 用 に供 し

得 な い ばか り でな く，近 縁 の ロ ー カル ・グル ー プ の成 員 な どへ の， 獲 物 の 贈 答 も禁 止

され るの であ る。 そ して ，伝 統 的 には ， これ に つ づ い て ジ ョー ク ま た は ウォ ッコ ン リ

とよぶ ， も うひ とつ の 儀 礼 が あわ せ お こな わ れ た 。 これ は 自 己 の所 属 す る グル ー プを

は じめ ， 近 縁 の ロ ーカ ル ・グル ー プ の成 員 を まね き， トー テ ムの うた を うた わ せ ，狩

猟 動 物 や タ バ コな どを 贈 る儀 礼 で あ る。 こ の こ と に よ っ て， メ ー レの ブ ロ ックか ら完

全 に開 放 され た とい う。

　 と こ ろ で ，親 や 兄 弟 姉 妹 の 死 を 契機 に発 生 す る食 物規 制 は ，残 され た 兄 弟 姉 妹 を は

じめ， 父 方 の 平 行 イ トコ （父 の死 ） や母 方 の交 叉 イ トコ （母 の死 ） に およ ぷ 可 能性 が

あ る。少 な くと も残 され た 兄弟 姉 妹 は ，確 実 に この 規 制 を う け る。 そ れ に もか か わ ら

ず ， ジ ャ ッキー ・ウ ヌ ウ ンの ３人 の 姉 妹 は ， ワ ラ ビー を 日常 的な 食 糧 の ひ とつ に す る。

彼 女 らは ， さ きに述 べ た葬 送 の儀 礼 で ワ ンジ ェル を す ま せ て い るか らで あ る。

　 ウ ヌ ウ ンが この儀 礼 に参 加 しな か っ た理 由 は明 らか でな い が， 彼 はい ま な お食 物 規

制 の も とに あ る。 そ の結 果 ， ツル と ワ ラ ビー の狩 猟 が で きず ，主 要 な狩 猟 動 物 は カ サ

サ ギガ ン と一 部 の 魚類 に 限 られ る。 ガマ デ ィ 「む ら」 の人 び とは ，彼 が リー ダ ー で あ

る と こ ろか ら， ッル を狩 猟 動 物 か ら除 外 して い る。 同 様 に ジ ョニ ー ・ブ ル ンブル ンは

ク ビ ナガ ガ メ が メ イ ン ・ トー テ ム の ひ とつ で あ るた め ， そ れ を供 す る こ とが で きな い。

彼 の 狩 猟 動 物 は ， ワ ラ ビー とカ サ サ ギガ ン，一 部 の 魚 介 類 が主 要 な もの で あ る。 食 物

規 制 は， 狩 猟 規 制 を も もた らす の で あ る。 こ の狩 猟 規 制 は ， 狩 猟 メ ンバ ー の構 成 に は

ま った く影 響 しな い。 なぜ な ら，彼 らの 狩 猟 は， 湿 地 で の カ サ サ ギ ガ ン猟 と女 性 が お
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こなうクビナガガメ猟を除いて，すべて単独でおこなわれるからである。

　こうして湿地 ・森林複合生態系における自然資源の開発は，特定の人びとの一時的

な制約にもとつ くにしろ， トーテムによってつよく規制されるのである。

Ｖ．　 ま と め

　湿地 ・森林複合生態系に位置するガマディ 「むら」では，必需食糧の ５割が野生動

物に求められている。その狩猟には散弾銃や トラックが使用され，従前に比較 して狩

猟効率が著 しくたかめられている。このような状況は，ジナン族のみならず，中部ア

ーネムランドの各部族に共通す る。アーネムランド・アボ リジニは，文明の利器を選

択的に受容 した 「現代の狩猟民」である。

　 こうしたアボリジニの狩猟は，狩猟動物の種類に応 じ，従来 とは違 ったス トラテジ

ーのもとできわめて計画的におこなわれている。 この特色は，散弾銃の受容以前 とは

狩猟具 ・方法がともにおおきく変容 したからこそ認められる。このような変化，つま

り従来 とは異なるあらたなス トラテジーの採用は，彼 らが 「現代の狩猟民」に変容す

ることによってもた らされたのであろう。乾季のおわ りごろのカササギガン猟にみら

れる一種の三角測量は，あらたに採用されたス トラテジーの典型例である。

　短時 日の間にこうした急速な変容をとげる一方で，彼 らは伝統的な生活習慣の少な

くとも一部を保持 しつづけている。それを端的に示すのが，精霊によびかける魚のよ

びよせ行動であり，メイン・トーテム （ドリーミング）にかかわる食物規制 と，その

結果としての狩猟規制である。 しかし，その規制は一時的であり，基本的には死者と

の間の限 られた血縁者にしか効力をもたないことは，注意される。これが，ジャッキ

ー ・ウヌウンをリーダーとするガマディ 「む ら」の成員すべてにおよぶ ことになると

すれば，食糧資源の開発がきわめて困難になるだろうか らである。

　ガマディ 「むら」の狩猟をめ ぐる議論で明らかになったこれ らの事実は，１９７０年代

以降にあらたに建設された 「むら」つまりアウトステーションは，生活全般にわたっ

て変容をせま られるなかで，伝統文化を保持す る拠点として機能 していることを示す

のである。
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